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今
回
は
、
８
月
号
恒
例
の
企
画
で
す
。
こ
の
１
年
間
に
実
施
し
た
新
た
な
施

策
の
中
で
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

小
山
市
長　

大
久
保　

寿
夫

お
や
ま
表
情

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

▲寒
さんがわに

川尼

　

東
日
本
大
震
災
・

　
　
　

熊
本
地
震
へ
の
支
援

①
東
松
島
市
復
興
支
援
派
遣
職
員
活
動
報
告

会
・
帰
庁
式
（
平
成
28
年
３
月
）

　

東
松
島
市
に
長
期
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
活

動
報
告
会
を
３
月
11
日
「
小
山
市
東
日
本
大

震
災
追
悼
集
会
」
に
あ
わ
せ
実
施
。
３
月
31

日
に
は
、「
東
松
島
市
派
遣
職
員
帰
庁
式
」

を
実
施
。
東
松
島
市
へ
の
被
災
地
長
期
派
遣

は
、
平
成
27
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

②
熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
物
資
搬
送

（
平
成
28
年
４
月
）

　

平
成
28
年
４
月
16
日
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

熊
本
県
へ
現
地
の
要
望
を
確
認
し
、
全
国
に
先
が

け
、
支
援
物
資
と
し
て
飲
料
水
と
毛
布
を
搬
送
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
等
で
義
援
金
お

よ
び
支
援
物
資
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

 

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

①
市
長
へ
の
手
紙
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

　

330
件
の
ご
提
案
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
は
回
答
の
う
え
、

実
現
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
具
現
化
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
「
小
山
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
通
戦

略
（
案
）」、「
第
７
次
小
山
市
総
合
計
画
基
本
構

想
（
素
案
）」、「
小
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）

お
よ
び
小
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
（
素
案
）」、「
国
土
利
用
計
画
小
山
市
計

画
（
素
案
）」、「
小
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
素
案
）」、「
小
山
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
２
０
１
６
〜
２
０
２
０
（
素
案
）」、「
第
２

次
小
山
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（
素
案
）」、「
小

山
市
住
生
活
基
本
計
画
（
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）（
素
案
）」、「
第
３
次
小
山
市
環
境
基
本
計

画
（
中
間
見
直
し
）（
素
案
）」、「
小
山
市
地
域

医
療
推
進
基
本
計
画
（
素
案
）」、「
第
３
期
小
山

市
地
域
福
祉
計
画
（
素
案
）」、「
小
山
市
消
費
生

活
基
本
計
画
（
案
）」、「
小
山
市
地
域
防
災
計
画

一
部
修
正
（
案
）」
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

人
・
行
政
（
市
役
所
）
を
創
る
た
め
に

①
国
際
化
の
推
進

　

姉
妹
都
市
ケ
ア
ン
ズ
市
と
の
交
流
と
し

て
、
平
成
27
年
８
月
に
小
山
市
中
学
生
ケ
ア

ン
ズ
派
遣
団
、
10
月
に
小
山
市
ケ
ア
ン
ズ
・

メ
ル
ボ
ル
ン
訪
問
団
を
派
遣
。
ま
た
、
友
好

交
流
関
係
都
市
紹
興
市
と
の
交
流
と
し
て
、

平
成
28
年
３
月
に
小
山
市
中
学
生
紹
興
市
派

遣
団
を
派
遣
、
紹
興
市
婦
幼
保
健
院
主
任
医

師
と
紹
興
市
樹
人
中
学
校
訪
問
団
の
受
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

②
東
洋
経
済
新
報
社
「
第
22
回
全
都
市
住
み

よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
県
内
１
位
、
全
国
791
都

市
で
総
合
77
位
（
平
成
27
年
７
月
）

　

東
洋
経
済
新
報
社
が
発
表
し
た
第
22
回
全
都

市
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
２
０
１
５
年
）

で
、
小
山
市
が
県
内
14
市
で
ト
ッ
プ
、
全
国
77

位
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
は
公
的
統
計

に
基
づ
き
、
①
安
心
度
、
②
利
便
度
、
③
快
適

度
、
④
富
裕
度
、
⑤
住
居
水
準
充
実
度
の
５
つ

の
観
点
か
ら
計
15
の
指
標
を
偏
差
値
化
し
て
全

国
791
都
市
（
790
市
と
東
京
区
部
全
体
）
を
比
較

し
た
も
の
。
前
回
の
県
内
４
位
、
全
国
134
位
か

ら
の
大
幅
な
順
位
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

③
小
山
市
の
公
認
キ
ャ
ラ
「
政
光
く
ん
・
寒

川
尼
ち
ゃ
ん
」
FB
を
開
設
（
平
成
27
年
８
月
）

　

小
山
市
の
公
認
キ
ャ
ラ
「
政
光
く
ん
・
寒
川

尼
ち
ゃ
ん
」
の
知
名
度
向
上
、
市
の
PR
の
た
め

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

④
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
に
公
式
ペ
ー
ジ
「
小

山
市
の
キ
ッ
チ
ン
」
開
設
（
平
成
27
年
９
月
）

　

人
気
料
理
サ
イ
ト
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
に

公
式
ペ
ー
ジ「
小
山
市
の
キ
ッ
チ
ン
」を
開
設
。

県
内
外
に「
小
山
の
食
」の
PR
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
お
に
ぎ
ら
ず
総

選
挙
で
「
お
や
ま
和
牛
と
や
ま
と
い
も
の
お

に
ぎ
ら
ず
」
が
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

⑤
第
５
次
行
革
累
計
効
果
額
約
31
億
円
（
平

成
27
年
10
月
）

　

平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
を
実
施
期

間
と
す
る
第
５
次
行
政
改
革
に
お
け
る
５
年

間
の
累
計
効
果
額
は
、
全
体
目
標
の
118.7
％
と

な
る
約
31
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑥
結
城
市
・
小
山
市
友
好
都
市
盟
約
１
周
年

記
念
式
典
開
催
（
平
成
27
年
10
月
）

　

茨
城
県
結
城
市
と
の
友
好
都
市
盟
約
１
周

年
と
結
城
紬
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

５
周
年
を
祝
い
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑦
「
小
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
小

山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
策
定
（
平
成
27
年
10
月
）

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
東
京
圏
へ
の

人
口
集
中
を
是
正
す
る
た
め
、国
・
県
の
「
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
総
合
戦
略
」
を
踏

ま
え
策
定
し
ま
し
た
。

⑧
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
開
始
（
平
成

28
年
３
月
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
コ
ン

ビ
ニ
で
住
民
票
等
の
証
明
書
を
交
付
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑨
小
山
市
人
事
異
動
女
性
管
理
職
28
％
（
平

成
28
年
３
月
）

　

平
成
28
年
度
、
市
人
事
異
動
に
よ
る
部
長
級

の
女
性
職
員
が
、
過
去
最
多
の
３
人
。
係
長
級

以
上
も
75
人
と
な
り
、
女
性
管
理
職
の
占
め
る

割
合
が
過
去
最
高
の
28
％
に
な
り
ま
し
た
。

⑩
第
７
次
小
山
市
総
合
計
画
策
定（
平
成
28
年
３
月
）

　

２
０
２
０
年
を
目
標
に
安
全
・
安
心
で

「
夢
」
と
「
希
望
」
溢
れ
る
新
し
い
小
山
創

生
に
向
け
、「
豊
か
で
活
力
が
あ
り
、
暮
ら

し
や
す
い
小
山
」
を
実
現
す
る
た
め
の
指
針

と
な
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑪
「
第
１
期
小
山
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
５
カ
年
計
画
」策
定（
平
成
28
年
３
月
）

　

小
山
市
の
特
徴
や
魅
力
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
伝
え
る
た
め
「
第
１
期
小
山
市
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
５
カ
年
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

⑫
小
山
市
子
ど
も
の
貧
困
撲
滅
５
か
年
計
画

事
業
支
援
策
拡
充
（
平
成
28
年
４
月
）

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
１
人

増
員
し
３
人
体
制
と
し
て
、
貧
困
や
虐
待
な

ど
の
早
期
発
見
に
努
め
る
等
の
子
ど
も
の
貧

困
撲
滅
へ
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

⑬
「
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
締

結
（
平
成
28
年
４
月
）

　

下
野
市
、
野
木
町
、
茨
城
県
結
城
市
と
、

小
山
市
を
「
中
心
市
」
と
す
る
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
合
同
調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑭
小
山
市
ふ
る
さ
と
納
税 

前
年
度
比
31
倍

（
平
成
28
年
４
月
）

　

平
成
27
年
度
の
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
額
が
前
年
度
比
で
約
31
倍
と
な
り
ま
し
た
。

⑮
庁
内
会
議
の
名
称
を
「
評
定
」
へ
（
平
成

28
年
４
月
）

　

徳
川
家
康
の
軍
議
「
小
山
評
定
」
を
PR
す
る
た

め
、庁
内
会
議
の
名
称
を
「
評
定
」
と
し
ま
し
た
。

⑯
「
お
や
ま
英
語
教
育
の
ま
ち
推
進
５
カ
年

基
本
計
画
」
策
定
（
平
成
28
年
４
月
）

　

小
中
一
貫
教
育
の
特
色
あ
る
取
組
の
一
つ
と
し

て
、英
語
教
育
を
推
進
す
る
た
め
策
定
し
ま
し
た
。

⑰
「
小
山
市
立
絹
義
務
教
育
学
校
」
設
置
決

定
（
平
成
28
年
６
月
）

　

平
成
29
年
４
月
に
絹
地
区
に
開
校
す
る
小

中
一
貫
校
は
、
改
正
学
校
教
育
法
で
小
中
一

貫
教
育
を
推
進
す
る
「
義
務
教
育
学
校
」
が

制
度
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
義
務
教
育
学

校
」
と
し
て
の
開
校
を
決
定
し
ま
し
た
。
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⑱
「
お
や
ま
広
報
特
派
員
」、「
お
や
ま
広
報

大
使
」
任
命
式
（
平
成
28
年
６
月
）

　

市
の
魅
力
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信

す
る
「
お
や
ま
広
報
特
派
員
」
10
人
を
任
命
。

　

ま
た
、
お
や
ま
だ
い
す
キ
ッ
ズ
を
「
お
や

ま
広
報
大
使
」
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
を
創
る
た
め
に

①
乙
女
河か

し岸
方
位
盤
設
置（
平
成
27
年
７
月
）

　
「
開
運
の
ま
ち
お
や
ま
」
を
推
進
し
、
歴

史
、
文
化
、
観
光
を
地
域
資
源
と
し
て
再
発

掘
・
開
発
す
る
た
め
整
備
さ
れ
た
乙
女
河
岸

に
「
方
位
盤
」
が
寄
贈
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

②
御
殿
広
場
完
成
で
開
園
式（
平
成
27
年
８
月
）

　

市
役
所
に
隣
接
す
る
小
山
御
殿
広
場
の
整
備

事
業
が
完
成
し
、
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

③「
小
山
き
も
の
の
日
」開
催（
平
成
27
年
11
月
）

　
「
本
場
結
城
紬
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
５
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
小
山
き
も
の
の
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

④
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
栃
木
南
部
地

区
」
の
事
業
着
手
予
算
の
概
算
決
定
（
平
成

27
年
12
月
）

　

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
栃
木
南
部
地

区
」
の
事
業
着
手
予
算
が
概
算
決
定
さ
れ
、

国
の
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

⑤
こ
の
酒
小
山
の
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た

ん
ぼ
米
（
純
米
大
吟
醸
酒
）
販
売
開
始
（
平

成
27
年
12
月
）

　

環
境
に
優
し
い
農
業
の
推
進
の
一
環
で

行
っ
て
い
る
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
で
と
れ
た
お

米
を
使
っ
た
純
米
吟
醸
酒
に
続
き
、
純
米
大

吟
醸
酒
を
作
り
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑥
「（
仮
称
）
と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
候
補
地
が
小
山
市
、
矢
板
市
の
２
カ

所
に
選
定
（
平
成
28
年
２
月
）

　

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
サ
ッ
カ
ー
振
興
と
地

域
活
性
化
を
目
的
に
整
備
す
る
「（
仮
称
）

と
ち
ぎ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
候
補

地
に
小
山
市
と
矢
板
市
を
選
定
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。

⑦
絹
分
遣
所
完
成
（
平
成
28
年
３
月
）

　

絹
地
区
の
地
域
防
災
の
拠
点
と
な
る
市
消

防
署
絹
分
遣
所
が
完
成
し
、
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

⑧
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成（
平
成
28
年
３
月
）

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
が
野
木
町
大
字

南
赤
塚
に
整
備
を
進
め
て
い
た
南
部
清
掃
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

⑨
都
市
計
画
道
路
小
山
野
木
線（
平ひ

ら
わ和
工
区
）

開
通
式
（
平
成
28
年
３
月
）

　

JR
間
々
田
駅
東
側
平
和
地
区
に
整
備
を
進
め

て
い
た
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
７
小
山
野
木
線

（
平
和
工
区
）
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑩
間
々
田
乙
女
排
水
機
場
完
成（
平
成
28
年
３
月
）

　

老
朽
化
に
伴
い
、
乙
女
に
新
設
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
間
々
田
乙
女
排
水
機
場
が
完

成
し
、
稼
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑪
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
マ
ル
ベ

リ
ー
館
）
開
所
（
平
成
28
年
４
月
）

　

羽
川
に
完
成
し
た
、
地
域
活
動
の
拠
点
と

な
る
複
合
施
設
「
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）」が
オ
ー
プ
ン
し
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑫
小
山
市
水
防
訓
練
お
よ
び
堤
防
等
感
謝
祭

開
催
（
平
成
28
年
６
月
）

　

大
規
模
な
水
害
に
備
え
る
市
水
防
訓
練
お

よ
び
昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
、

治
水
施
設
が
機
能
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る

「
堤
防
等
感
謝
祭
」
を
渡
良
瀬
遊
水
地
桜
づ

つ
み
周
辺
で
行
い
ま
し
た
。

　

く
ら
し
を
創
る
た
め
に

①
「
な
つ
み
ず
た
ん
ぼ
」
本
格
始
動
（
平
成

27
年
７
月
）

　

麦
の
収
穫
を
終
え
た
田
に
水
を
張
り
、
水

生
昆
虫
や
魚
な
ど
を
増
や
し
て
野
鳥
の
エ
サ

場
に
す
る
「
な
つ
み
ず
た
ん
ぼ
」
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。

②
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
対
応
、
復
旧
・
対

策
等
に
24
億
９
千
900
万
円（
平
成
27
年
９
月
）

　

被
災
者
支
援
、
災
害
応
急
対
応
、
災
害
復

旧
、
農
業
支
援
、
災
害
対
策
強
化
な
ど
の
た

め
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ

て
、
総
額
24
億
９
千
900
万
円
の
補
正
予
算
案

が
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

③「
る
る
ぶ
特
別
編
集 

小
山
」発
行（
平
成
27
年
９
月
）

　

市
の
観
光
地
や
特
産
品
等
を
紹
介
す
る
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
る
る
ぶ
特
別
編
集 

小

山
」
を
制
作
し
、
市
内
の
宿
泊
施
設
等
で
無

料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

④
お
や
ま
禁
煙
お
も
て
な
し
施
設
登
録
制
度

開
始
（
平
成
27
年
９
月
）

　

受
動
喫
煙
を
防
ご
う
と
禁
煙
を
徹
底
し
て

い
る
市
内
施
設
の
登
録
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

⑤
お
や
ま
フ
ァ
イ
ア
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
準
優
勝（
平
成
27
年
10
月
）

　

市
の
女
性
職
員
で
作
る
消
防
隊
「
愛
称:

お

や
ま
フ
ァ
イ
ア
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
」
が
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
で
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

⑥
徳
川
家
康
400
年
記
念
事
業　

日
光
社
参

ウ
ォ
ー
ク
開
催
（
平
成
27
年
10
月
）

　

日
光
社
参
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
多
く
の

参
加
者
た
ち
が
間
々
田
宿
・
小
山
宿
・
新
田

宿
を
歩
き
ま
し
た
。

⑦
新
小
山
市
民
病
院
開
院
（
平
成
28
年
１
月
）

　

地
域
医
療
の
拠
点
施
設
と
し
て
市
民
待
望

の
新
小
山
市
民
病
院
が
神
鳥
谷
に
新
築
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

⑧
小
山
市
地
域
医
療
推
進
基
本
計
画
策
定

（
平
成
28
年
３
月
）

　

地
域
医
療
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ

具
体
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑨「
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
」オ
ー

プ
ン
（
平
成
28
年
５
月
）

　

本
場
結
城
紬
の
展
示
・
小
物
販
売
お
よ
び
実

演
・
体
験
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

型
施
設
「
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
」

を
ロ
ブ
レ
ビ
ル
１
階
に
設
置
し
ま
し
た
。

⑩「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
」オ
ー
プ
ン（
平

成
28
年
５
月
）

　

市
が
支
援
し
、
商
業
施
設
内
に
設
置
す
る

遊
び
場
と
し
て
は
、関
東
最
大
規
模
の「
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
」
が
ロ
ブ
レ
ビ
ル
５
階
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

⑪
ア
ト
ム
を
描
こ
う
！
お
や
ま
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
田
植
え
体
験
開
催
（
平
成
28
年
５
月
）

　

農
地
の
維
持
と
農
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
手
塚
治
虫
作
品
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
稲
で
描
く
ア
ト
ム
を
描

こ
う
！
お
や
ま
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
田
植
え
体
験

を
開
催
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
見
学
会
を
行

い
、９
月
に
は
収
穫
祭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑫
豪
水
泳
連
盟
小
山
市
視
察（
平
成
28
年
５
月
）

　

東
京
五
輪
直
前
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
の
事
前

視
察
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
水
泳
連
盟

関
係
者
が
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
等
を
視
察
し

ま
し
た
。

⑬
JTB
関
東
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
（
平
成

28
年
５
月
）

　

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
等
の
施
策
の
推

進
と
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑭
足
利
銀
行
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
（
平

成
28
年
５
月
）

　

地
方
創
生
の
更
な
る
推
進
を
図
り
、
持
続

的
に
発
展
す
る
ま
ち
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
足
利
銀
行
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

⑮
宇
都
宮
大
学
と
の
連
携
協
力
協
定
締
結

（
平
成
28
年
６
月
）

　

ロ
ブ
レ
ビ
ル
６
階
の
み
ら
い
ラ
ウ
ン
ジ
に

「
宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
」

を
設
置
し
、
同
大
学
が
有
す
る
知
的
資
源
を

活
用
し
た
教
育
研
究
拠
点
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑯
小
山
北
桜
高
等
学
校
と
の
包
括
連
携
協
力

協
定
締
結
（
平
成
28
年
６
月
）

　

地
域
社
会
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑰
お
や
ま
っ
子
開
運
子
育
て
ナ
ビ
の
運
用
開

始
（
平
成
28
年
６
月
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し
た
子
育
て
支

援
情
報
サ
イ
ト
を
導
入
し
、
子
育
て
支
援
に

関
す
る
新
た
な
情
報
発
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑱
第
１
期
お
や
ま
地
域
医
療
健
康
大
学
開
校

（
平
成
28
年
７
月
）

　

小
山
の
地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
た
め
、

健
康
と
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
開

校
し
ま
し
た
。

※この記事は 7月 5日時点で編集したものです
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みらいにつなごう　ふゆみずたんぼのある故郷
期　間　8 月 26 日㈮・27 日㈯・28 ㈰
会　場　白鷗大学東キャンパス（JR小山駅東口前）

日本最大規模！上空を乱舞する約 10万羽のツバメ
渡良瀬遊水地「ツバメのねぐら入り」観察会【募集】
日　時　9月 4日㈰ 15:20 市役所集合
　　　　※雨天中止。観察は渡良瀬遊水地内
定　員　市内在住・先着 30人
参加費　無料
申込み　8月 1日㈪～ 19日㈮に渡良瀬遊水地
　　　　ラムサール推進課（☎ 22-9354）へ電話

【関連イベント】ラムサール条約湿地「渡良瀬遊水地」登録 4周年記念
柳生博さんと考える「田っぷり学ぶラムサールスクール」
　13:30 ～　登校　※開場 13:15 ～
　13:45 ～　ホームルーム　大久保寿夫校長（小山市長）からのお話
　14:00 ～　1時間目　国語　小山市小学生作文コンクール表彰式・発表
　14:30 ～　2時間目　理科　研究報告①「田んぼは日本の宝」（寒川小学校）
　　　　　　②「ヨシズによる室温低減効果」（小山市教育委員会教育総務課）
　15:15 ～　3時間目　音楽　渡良瀬遊水地テーマソング「WATARASE～水辺の
　　　　　　シンフォニー」歌唱指導
　16:00 ～　総合学習　柳生博先生のスペシャルトーク
　17:15　　下校

※内容は今後変更になる可能性があります。詳細は市ホームページをご覧ください
　https://www.city.oyama.tochigi.jp/kanko/kanko/watarase/ICEBA2016.html

Ｅボートレース 2016 渡良瀬大会
日　時　8月 20日㈯ 8:00 ～ 13:00※雨天・強風等中止
場　所　渡良瀬遊水地谷中湖北ブロック
主　催　Eボートレース渡良瀬大会実行委員会
内　容　10人乗り手漕ぎボートで往復400メートル
　　　　のタイムレース
※申込みは終了しましたが、応援・見学にお越し
　ください

柳生　博氏
（日本野鳥の会会長）

ラムサール条約湿地「渡良瀬遊水地」登録 4周年記念

第4回 生物の多様性を育む

農業国際会議 (ICEBA)
２０１６ｉｎおやま

ICEBA2016 International Conference for Enhancing the Biodiversity in Agriculture 2016

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎ 22‒9354

　圃場における生き物の豊かさを重視し、多様な生きものの力によって除草や害虫駆除を図
る技術開発を目指し、これを「生物の多様性を育む農業」と呼び、さらなる技術開発、普及
啓発を目的とした国際会議「生物の多様性を育む農業国際会議（ICEBA）を開催します。
　小山市で開催する第4回ICEBAは、第3回までのICEBAの成果を確実に受け継ぎ、日本全体、
そして、先進県の一つである栃木県で取り組まれてきた生物の多様性を育む農業の全体像を
整理し、その中核を占める小山市の取り組みをはじめ、栃木県および関東各地における自治
体ぐるみの新たな環境保全型農業推進の課題と展望を切り開きます。

〈1日目〉8月 26 日㈮
・開会セレモニー
・基調講演
・国内、海外の取組事例報告
・地元行政の取り組み
・パネルディスカッション　等

〈2日目〉8月 27 日㈯
・日韓生きもの調査交流会
・エクスカーション
　①渡良瀬遊水地、周辺水田見学
　②栃木県内有機農業圃場見学
・第 1部分科会・第 2部分科会

〈3日目〉8月 28 日㈰
・各分科会報告
・今後の展開に向けたパネルディ
　スカッション
・総括と宣言採択
・閉会セレモニー

※これらの参加申込みの受付は終了しています

〈3日目〉8月 28 日㈰の午後からは…

当日参加可
（事前申込み不要）

8/28㈰ 13:30 ～
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絹地区の新しい学校の校名決定！

～これからの時代を生き抜く　子どもたちをはぐくむ次世代の学校～
　平成27年6月、学校教育法の一部が改正され、これま
での小学校や中学校等に加えて、「義務教育学校」が新
たな学校種として位置付けられました。
　本市では、福良小学校、梁小学校、延島小学校、絹中
学校の４校を、平成29年4月から「義務教育学校」とし
て、新たにスタートするため、第2回市議会定例会にお
いて、学校名を「小山市立絹義務教育学校」とする等の
関係条例の改正を行いました。

義務教育学校になると…
●義務教育9年間を通して、児童・生徒一人ひとり
　の個性や能力を最大限に伸ばすための「育ちや学
　びをつなぐ」教育の充実に取り組んでいきます。
●義務教育学校として1つの学校となるので、1つの
　教職員組織で、より円滑な接続のための指導や支援を行うことができます。
●義務教育前期課程から段階的な教科担任制の導入により、教員がその専門性を生かし、学年、学級の
　枠を超えて指導にあたることで、子どもたちの安心感の醸成や上級学年へ進級して学習することへの
　意欲の向上を図ります。

“小山市立絹
き ぬ ぎ む き ょ う い く が っ こ う

義務教育学校”
問教育総務課☎22‒9658

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

基礎・基本期 習熟・接続期 充実・発展期

東校舎※ 西校舎※

義務教育後期課程義務教育前期課程

学年段階の区切りの考え方と校舎利用

※絹義務教育学校の校地とする現福良小校舎を「東校舎」、
　現絹中校舎を「西校舎」と仮の名称として表記。正式名称
　については、今後検討します

　

市
議
会
定
例
会
が
、
６
／
２
㈭
〜
24
㈮
に
開
催
さ
れ
、
提

出
さ
れ
た
16
案
件
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
議

会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

福
良
小
・
梁
小
・
延
島
小
及
び
絹
中
を
統
合
し
、
平
成

29
年
４
月
に
開
校
す
る
新
し
い
学
校
に
つ
い
て
学
校
教
育

法
で
定
め
る
「
義
務
教
育
学
校
」
と
し
、
校
名
を
「
小
山

市
立
絹
義
務
教
育
学
校
」
と
す
る
と
共
に
、
梁
小
が
統
合

に
よ
り
閉
校
と
な
る
こ
と
か
ら
絹
学
校
給
食
共
同
調
理
場

を
萱
橋
小
に
移
設
し
て
、
新
し
い
学
校
と
の
共
同
調
理
場

と
す
る
た
め
、
関
係
条
例
に
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

施
行
日　

公
布
の
日
。
た
だ
し
小
山
市
立
小
学
校
及
び
中

学
校
設
置
条
例
及
び
小
山
市
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設

置
条
例
は
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

■
小
山
市
議
会
議
員
及
び
小
山
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
る
公
費
負
担
額

の
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
条
例
で
準
用
し
て
い
る

限
度
額
を
改
め
る
も
の

施
行
日　

公
布
の
日

■
小
山
市
公
共
下
水
道
扶
桑
水
処
理
セ
ン
タ
ー
更
新
工
事

の
業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

協
定
の
相
手
方　

日
本
下
水
道
事
業
団

委
託
費
用　

４
億
９
千
900
万
円

委
託
期
間　

平
成
28
年
度
〜
平
成
29
年
度

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

小
山
市
勤
労
者
福
祉
会
館
及
び
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
に
係
る
土
地
・
建
物
等
の
取
得
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

予
定
価
格　

２
千
691
万
円

■
「
お
や
ま
英
語
教
育
の
ま
ち
子
ど
も
宣
言
」
に
つ
い
て

　

お
や
ま
英
語
教
育
の
ま
ち
推
進
５
か
年
計
画
の
策
定
を

機
に
、
急
速
に
進
展
す
る
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

で
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
図
り
、「
英
語
教
育
の
ま
ち
」

を
積
極
的
に
育
ん
で
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
表
明
す
る
た

め
、「
お
や
ま
英
語
教
育
の
ま
ち
子
ど
も
宣
言
」
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
事
件
に
関
す
る
条
例
第
２

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

平
成
28
年
第
２
回
小
山
市
議
会
定
例
会
報
告

高校生による模擬議会を開催しました。
　5月21日㈯、市役所市議会議場において、市内県立高校5校の代表者14人に
よる模擬議会を開催しました。7月10日の参議院選挙から選挙権年齢が現行の
20歳以上から18歳以上に引き下げられることから、これを高校生に周知して、
棄権を防止するとともに、市政や市議会への理解を深め、市政に若者の意見を
提案していただくことを目的に開催したものです。
　当日は、高校生模擬議員をはじめ、執行部も結城紬を着て模擬議会を行いま
した。市議役の高校生は、少し緊張した面持ちで質問台に立ち、「ふるさと納税」
「生活保護制度」「ロブレリニューアル」「広域避難所の整備」「英語教育のまち推進事業」など多岐にわたり
質問し、市政に対する若者代表の意見を提案しました。

＜参加した高校生の感想＞
○このような議会が行われていたことを初めて知り、実際に、市議会を見てみたいと思った。
○小山市が多くの事業をやっていることを知り、これから市政や国政に参加する人間としてもっと小山を知りたいと思った。
〇知らないことばかりで質問が出来上がらない。自分が小山市のことを全く知らないことを痛いほど実感した。
○他校との交流ができて楽しかった。結城紬が着られて貴重な体験ができて良かった。
○議員にならない限り経験できないことなので、貴重な経験ができたと思う。

問行政経営課☎22‒9313
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◆期　間 9 月 23 日㈮～平成 29年 1月 27日㈮
◆場　所 白鷗大学本キャンパスおよび東キャンパス　※東キャンパスには駐車場がありません
◆受講料 週１回講義科目（半期）＝ 10,000 円 / 週２回講義科目（半期）＝ 20,000 円
 ※受講決定後、大学から振込用紙が送付されます。教材代は含まれません
◆対　象 市内在住・通勤通学者　◆定　員　各科目 5人（申込み多数の場合は先着順）
◆科　目 教養、経営学部関連、法学部関連、教育学部関連科目（約 110科目）
◆その他 ①受講生には大学から受講許可証・聴講生証（IDカード）が交付されます。
 ②学内図書館、スクールバス（無料）が利用できます。
 ③開放科目の詳しい講義内容は、白鷗大学地域連携サポートセンター（☎ 22-9790）に
 　お問合せください。
◆申込み 8 月 17 日㈬～ 31日㈬に、電話・FAX・ハガキのいずれか、または直接生涯学習課へ住所・氏名・

年齢・電話番号・希望科目をお知らせください。

教養科目 歴史学、倫理学、美学、物理学、心理学、スペイン語、フランス語、中国語など

経営学部関連科目 企業論、銀行論、企業ネットワーク論、国際経営論、国際金融論、日本経営史など

法学部関連科目 政治学、行政法、地方自治法、日本法制史、民法（物権総論）、知的財産法、労働法など

教育学部関連科目 環境科学、生理学、体育・スポーツ経営学、スポーツ栄養学など

白鷗大学市民開放講座（後期）受講生募集
大学のキャンパスで生涯学習！９月

開講

　白鷗大学市民開放講座は、大学で行われる通常の授業を市民の皆さまに開放するもので、実際に学生
たちと机を並べて学ぶことができます。より多くの方に受講していただくために、割安な受講料となっ
ており、幅広い科目を数多く用意しましたので、ぜひご参加ください。

※開放科目は変更になることがあります
　上記は開放予定科目の一部です。詳しくは、公民館などに配置してあるパンフレットをご覧ください。

問生涯学習課　〒323-8686（住所不要）
☎22‒9665・9666 ／ FAX22-9696

第
38
回
人
権
講
演
会

問
生
涯
学
習
課
☎
22
９
６
６
３
・
９
６
９
５

　

人
権
推
進
課
☎
22
９
２
９
２

●紺野美沙子氏プロフィール
　東京生まれ。1980年、慶応義塾大
学在学中にＮＨＫ連続テレビ小説「虹
を織る」のヒロイン役で人気を博す。
多数のドラマ・舞台に出演し、硬軟
を問わず意欲的に取り組んでいる。
　1998年、国連開発計画親善大使の
任命を受け、カンボジア・パレスチナ他、アジア・アフ
リカの各国を視察するなど、国際協力の分野でも活躍中。
　2010年秋から、「紺野美沙子の朗読座」を主宰。様ざ
まなジャンルのアートと朗読を組み合わせたパフォーマ
ンスを全国各地で公演している。
　2014年3月、市文化センターで、市の花「思川桜」を
テーマにした作品を上演。この公演をきっかけに「思川
桜」の里親となり、毎年その成長を楽しみにしている。

日　

時　

８
月
23
日
㈫ 

12
時
半
開
場
・
13
時
半
開
演

会　

場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

講
演
テ
ー
マ

「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

〜
自
分
を
見
つ
め
て
、
世
界
を
見
つ
め
る
〜
」

講　

師　

紺こ

ん

の野　

美み

さ

こ

沙
子 

氏
（
俳
優
）

そ
の
他　

入
場
無
料
。
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
有
り

時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬 ■第3回ツール・ド・おやま 2016/生涯スポーツ課　等 ■おやま百景「かんぴょう干し」

中旬 ■寺野東遺跡縄文まつり/文化振興課　等 ■「子どもたちの万葉集」

下旬 ■思桜会「思桜会大会」/高齢生きがい課　等 ■「名字の由来と相続」

月間 ■イベント情報/秘書広報課■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等

8月の行政テレビ

　視聴にはテレビ小山
放送㈱のケーブルテレ
ビへの加入が必要とな
ります。
問秘書広報課22‒9353
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　市では、平成 24年度より仕事と家庭生活を両立することができ、男女共に働きやすい環境づくりに積
極的に取組んでいる事業者を「小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者」として認定し、雇用の分
野における男女共同参画を推進しています。
　認定の基準は次の 3項目で、基準を満たしている場合に☆が付与され、
最高 3つ星の認定となります。
【認定対象項目】
　①仕事と家庭生活の調和を図るための取組
　②女性労働者の能力発揮を促進する取組
　③地域における子育て、ふれあい活動等の地域貢献活動を推進する取組
　今年度、小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者として、下記の 3つの事業者が新たに認定され、
6月 25日㈯に開催された小山市男女共同参画都市宣言 15周年記念男女共同参画フェアにて、認定証交
付式を行いました。

　児童虐待と「子育ての密室化」・「社会的孤立」は
深い関係があります。講演会を通して、虐待防止の
ために地域で何ができるか、考えてみませんか？

事業者名 所在地 業種 ☆認定 主な取組内容

㈱ JTB関東
法人営業小山支店

駅東通り
2丁目 サービス業 ☆☆☆

①法令以上の育児・介護休業制度の整備。役職者の 8日間連続休暇、時間
　管理、業務の見直し・分業化などの「働き方見直しプロジェクト」、「NEW 
　iTM運動」の実施。
②資格取得補助とキャリア形成支援。「ダイバーシティ INDEX」の導入。
　表彰制度「ダイバーシティアワード」、事例を共有する「ダイバーシティ
　マガジン」の発行。
③地域のイベントなど地域貢献活動に取り組む。1事由 1年のボランティ
　ア休暇導入。

㈽とちぎ労働福祉
事業団小山事業所 出　井 サービス業 ☆☆☆

①有給・無給を選択できる「調整休」で休暇取得推進。「誰もが安心して働ける、
　就労の場づくり」の理解や職場改善の話し合い「仕事研究活動」を実施。
②職員の労働意欲を大切にし、就業継続を支援するため、配置部署の自由
　選択が可能。資格取得の事業主負担。多様な働き方の理解・推進のため
　のヒアリング。
③「就業体験」の毎年実施や就労等についての講演など、地域貢献活動に
　取り組む。

いなば建設㈱ 大行寺 建設業 ☆☆☆

①フレックスな勤務運用を行い、育児や介護がしやすい職場環境づくり。
　ワーク・ライフ・バランス推進のため、事業に影響のない範囲で毎日　
　18時を目標に帰宅実施。
②会議や交渉等に男女共に責任ある職場配置。男女共同参画意識醸成に向けた
　社内話し合いを実施。資格取得、予防接種全額負担。医療受診体制の整備等。
③地域のイベント参加やインターンシップなど、地域貢献活動に取り組む。

小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者が決定！
第5
回 問男女共同参画課☎22‒8078

問子育て・家庭支援課
　☎22‒9627

●小木曽宏氏
プロフィール

　昭和29年生まれ。千
葉県児童相談所や児童自
立支援施設に 18年間勤
務後、淑徳大学総合福祉
学部准教授。現在も淑徳
大学・千葉大学等で非常勤講師として勤務。
専門は児童養護論、児童虐待防止ネットワー
ク等。平成22年から千葉市にある児童養護
施設房総双葉学園の施設長として、子どもた
ちの成長を支援し続けている。

日　時　9月 3日㈯ 13:30 ～ 15:40
（受付 13:00 ～）

定　員　児童虐待防止や地域における子育てに関心
　　　　のある市民350人
　　　　※託児あり、先着20人（申込み時に受付）
申込み　8月1日㈪～ 18日㈭に子育て・家庭支援課
　　　　☎22-9627・9626
◎活動報告 

「小山市の子どもの貧困撲滅5カ年計画とその
状況について」～子育て・家庭支援課～
◎講演会

「児童虐待と地域社会のかかわりについて」
　児童養護施設 房総双葉学園施設長
　児童家庭支援センター「ふたば」センター長

　　小
お ぎ そ

木曽　宏
ひろし

 氏

会　場　文化センター小ホール

第12回児童虐待防止に関する講演会
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　整骨院や接骨院で柔道整復師が行う施術については、健康保険の対象にならないものがあります。国民健康保
険を正しく使うためにも、施術を受ける前にしっかりと確認をしてください。
【健康保険の対象となるケース】
・急性または亜急性で原因がはっきりしている外傷性の負傷【ねんざ、打撲、挫傷（肉離れ）、骨折、脱臼】
※骨折・脱臼に対する施術については、医師の同意が必要です
【健康保険の対象とならないケース】
・単なる肩こりや筋肉疲労、内科的要因によるもの、同時に病院で治療中の負傷
・労災保険が適用になる仕事中・通勤中の負傷、小山市国民健康保険に未届の交通事故が原因の負傷
【柔道整復師の施術を受けるときの注意点】
①負傷原因を正しく伝える　　　　②療養費支給申請書の内容をよく確認して、自分で署名する
③領収書を受け取る　　　　　　　④施術が長期にわたる場合は、医師の診察を受ける
【医療費の適正化にご協力ください】
　整骨院・接骨院に支払われる医療費は皆さんから納めていただいた国民健康保険税などでまかなわれています。
小山市では、医療費の請求に誤りがないか、施術を受けた皆さんに施術内容等について確認をさせていただく場
合がありますので、ご協力をお願いします。

ジェネリック医薬品を利用してみませんか？

ジェネリック医薬品とは･･･
⑴患者さんのお薬代の負担を軽くするお薬です。
　新薬よりも開発期間が短く、開発コストが大幅に抑えられているため、安価で提供することができます。
⑵新薬と同等の効果・安全性があるので、安心してお使いいただけます。
　新薬の特許期間終了後に、有効成分、用法、効能・効果が同等の医薬品と認められ、
　厚生労働省の認可のもとで製造・販売されています。
※利用につきましては、医師・薬剤師にご相談ください

問国保年金課
　☎22‒9415～医療費削減のために今日からできること～

問生涯スポーツ課
　☎21‒2695第3回ツール・ド・おやま2016

　自転車で、小山の豊かな自然環境や史跡をめぐり、地元の味覚や美しい景色を
満喫していただくサイクリングイベントを開催します。ぜひ、ご参加ください！
※時間や先着順位を競う競技レースではありません

コ
ー
ス

渡良瀬遊水地の自然満喫

30㎞エンジョイコース

（初心者向）

小山の歴史と文化探訪80㎞

ハーフセンチュリーコース

（中級者向）

コ
ー
ス
内
容

渡良瀬遊水地の豊かな自然
と秋の関東平野の広大なパ
ノラマビューをのんびり満
喫するコース

30㎞エンジョイコースに加
え、国指定史跡の琵琶塚・
摩利支天塚古墳やユネスコ
無形文化遺産の本場結城紬
の産地を巡るコース

定
員 200人（小学生以上） 500人（小学4年生以上）

参
加
料

大人（高校生以上）3,000円
小・中学生　　　　1,000円

大人（高校生以上）4,500円
小・中学生　　　　2,000円

柔道整復のかかり方

※参加料は、記念品代、傷害保険料、消費税
　などが含まれます
※小学生の参加は、保護者同伴とします

【申込み】　8月22日㈪～ 9月30日㈮にインター
ネットもしくは電話（スポーツエントリー☎
0570-550-846・https://www.sportsentry.
ne.jp/event/t/66676）※定員になり次第締切
【スタート・ゴール】
　小山総合公園内（温水プール館西側第1駐車場）
　第1エイドステーション　生井桜づつみ
　第2エイドステーション　犬塚公園
　第3エイドステーション　絹ふれあいの郷
　第4エイドステーション　大沼

日時　11月 12 日㈯　　　　　　　　　　　　　　8:00 ～開会式（小山総合公園温水プール館西側）
　　　　□80㎞ハーフセンチュリーコース　8:30 ～スタート
　　　　□30㎞エンジョイコース　　　　　9:00 ～スタート
　　　　※30人程度を1グループとして、1分間隔で順番にスタートします
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第 63 回 参加資格　市内在住者または市内通勤・通学者
会　　場　展示：文化センター小ホール・ギャラリー、

　中央公民館第 1研修室、道の駅思川評定館
　舞台：文化センター大ホール

問 合 せ　各申込先まで

展覧会 ･発表会名 期間・日時 規　程 出品・参加料 ☎申込先・期限 その他

展　

示

絵画展 11/9 ㈬～
11/13 ㈰

10号～ 30号、自作・未発表のもの
※上記および市内在住指導者の受講者 1,000 円 10/29 ㈯までに

榊
さかきばら

原武
た け じ

二☎ 23-0469
搬入 :11/ 8㈫ 9:00～
搬出 :11/13㈰16:00～

盆栽展 11/10 ㈭～
11/13 ㈰

一般盆栽、松、柏、雑木、小品、山野草
※細部についての規定はなし 無料 9/30 ㈮までに

髙
た か は し

橋進
すすむ

☎ 24-0870
搬入 :11/09㈬14:00～
搬出 :11/13㈰15:00～

書道展 11/16 ㈬～
 11/20 ㈰

縦 : 半切以内　横 : 半切 1/2 以内　色紙
軸、半切、横 1/2 まで 1,500 円 9/14 ㈬までに

倉
く ら も ち げ ん ぷ う

持玄風☎ 27-0306
搬入 :11/16㈬ 9:30～
搬出 :11/20㈰16:00～

工芸・
デザイン展

11/23 ㈬～
11/27 ㈰

平面：50㎝×50㎝以内　※1人2点まで
立体：高さ150㎝×幅50㎝×奥行30㎝以内

1点
600 円

10/4 ㈫までに
上
う え の ゆ う こ

野祐子☎ 38-2400
搬入 :11/22㈫13:00～
搬出 :11/27㈰15:00～

写真展 12/2 ㈮～
 12/4 ㈰

サイズ：半切（A3ノビ可）全紙
公開審査

1点
1,000 円

12/1 ㈭ 15:00 までに
大
おおし ま

島玲
れ い こ

子☎ 090-4395-9859
搬入 :12/01㈭14:00～
搬出 :12/ 4㈰16:00～

舞　

台

邦楽祭 11/13 ㈰
12:30～17:00 琴、尺八、三絃、長唄、小唄、琵琶

1団体
15,000 円

8/30 ㈫までに
丹
た ん の い せ じ ゅ

野井成寿☎23-0811 －

歌謡祭 11/20 ㈰
9:30～17:00

市内在住者※出演者本人が連絡、申込み時
に曲目・歌手名・住所・氏名・電話番号

2コーラス
3,000 円

9/25 ㈰までに
大
お お や ま こ う い ち

山好一☎ 37-0141
※参加料は当日

受付で
吟詠
剣詩舞祭

11/23 ㈬
13:00～17:00

団体別合吟合舞、独吟（2分以内）、
構成吟、群舞（10分以内） 2,000 円 8/31 ㈬までに

川
か わ む ら

村一
い ち ね ん

然☎ 22-1812
※高校生以下は
1,000 円

日本舞踊祭 11/26 ㈯11:00～16:30
古典舞踊、端唄、小唄振り、
その他日本舞踊を基本とした創作舞踊

1人
15,000 円

8/31 ㈬までに
藤
ふ じ ま

間多
た か し

嘉志☎27-8473 －

新舞踊祭 11/27 ㈰
10:30～15:30 1 曲 5分以内 無料 8/30 ㈫までに

杉
す ぎ や ま

山キヨ☎ 24-1049 －

洋舞祭 12/3 ㈯
13:00～17:00

ダンス（ヒップホップ・社交・フラ・手話・ベ
リー・アフリカン・モダンジャズ・フォーク）、
バレエ（クラシック・モダン）、フラメンコ

1団体
7,000 円

8/31 ㈬までに
小
お ぬ き

貫廣
ひろし

☎ 23-5969 －

音楽祭 12/4 ㈰
13:00～16:30

合唱、合奏
※8分以内。アンプ類の使用不可

1団体20人
10,000 円

8/31 ㈬までに
諸
も ろ さ わ

澤真
ま り こ

理子☎24-3393
※20人以上 1人
につき 200円追加

日　時　8月 20 日㈯　9:00～15:00
会　場　おやま縄文まつりの広場（寺野東遺跡）
　　　　小山市梁 2075-4

問文化振興課☎22‒9659

　今年も「おやま縄文まつりの広場」で、楽しい無料体験盛りだくさんのお祭りを開催します。緑がいっ
ぱいで夏でも涼しい、ほんものの遺跡の上で縄文人になってみよう！

【内　容】　◆難しいけど挑戦！火おこし体験
　　　　　◆縄文の森で弓矢発射体験
　　　　　◆自分だけの宝物！まが玉づくり
　　　　　◆あなたも縄文人！縄文服の試着体験
　　　　　◆小学4～ 6年生限定企画！水場遺構で魚すくい

第12回寺野東遺跡縄文まつり

作品・出場者募集

◆健康推進プログラム
◆ニュースポーツ体験
◆桑の里うどん、焼きそばなどの模擬店販売
◆地元サークルによるステージ発表
◆豪華賞品が当たるかも?!大抽選会

▲火おこし体験
▲まが玉づくり ▲魚すくい

▲弓矢発射体験

市民文化祭
文化振興課☎22‒9694

体験無料
【主催者】　寺野東遺跡縄文まつり実行委員会
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【前売券】　ビール券3枚1,200円
【当日券】　ビール券1枚  500円
【前売券販売所】
（一社）小山市観光協会、道の駅思川、まちの駅思季彩館、リングジョイ、
小山商工会議所、間々田商工会、小山市美田商工会、桑絹商工会

第5回 小山の日本一ビールまつり
問（一社）小山市観光協会☎30‒4772

日時　8月 26 日㈮　18:00～21:00
　　　　　27 日㈯　17:00～21:00
　　　　　28 日㈰　16:00～20:00
会場　小山御殿広場（市役所北側）

建築物防災週間
8月30日㈫～9月 5日㈪

❖市では、木造住宅の「耐震診断・耐震
改修」の助成事業を実施しています。

問建築指導課☎22‒9233

日頃から調査・点検をしましょう
○建築物の外壁は安全ですか？
　ひび割れや浮き上がり、腐食等の点検
○火事の時、安全に避難できますか？
　廊下・階段・バルコニー等の点検
　防火シャッターの下や防火戸のまわりの点検
○建築設備は安全ですか？
　換気設備・排煙設備・非常用照明・給排水設備等の点検
○エレベーター・エスカレーター等は安全ですか？
　エレベーター等の日常の維持保全

次のような建物は、ぜひ耐震診断を！
●比較的古い建築物
・昭和 56(1981) 年以前の建築物
・老朽化が著しい
●バランスが悪い建築物
・1階がピロティである
・大きな吹き抜けがある
・壁・窓の配置が偏っている
●多数の人が利用する建築物
・階数が 3以上で、延べ面積 1,000 ㎡以上

問環境課☎22‒9284芝生墓地・合葬式墓地の使用者募集

募集数 利用者区分 墓地使用料
1 体用
10体

自分のお墓として使用したい方
(65 歳以上の生前申込み ) 75,000 円

2体用
10組 20体

自分ともう 1人分のお墓として使用
したい方 (65 歳以上の生前申込み ) 150,000 円

申込者の
①郵便番号
②住所
③氏名
をお書きください

①住所
②氏名
③電話番号
④「芝生墓地募
集」または「合
葬式墓地募集（1
体用または 2体
用どちらかの希
望を記入）」
をお書きください

52円
切手

　　
〒 323 － 8686
小山市役所環境課

※何も書かないで
　ください

往信52 円
切手

往復はがきの記載例

□芝生墓地
◆申込資格　小山市に引き続き１年以上住所があり、住
民登録されている方
◆募集基数　10基　※応募多数の場合は抽選
◆永代使用料：461,000 円　◆年間管理料：5,400 円
□合葬式墓地
　ひとつのお墓に多数の焼骨を一緒に埋蔵（合葬）するお
墓です。従来の墓地とは異なり、承継の心配がありません。
◆申込資格　次の①②両方を満たす方
①小山市に引き続き１年以上住所があり、住民登録されている方
②自分または自分ともう１人分のお墓として使用した  
　い 65歳以上の方
◆募集内容・使用料　※応募多数の場合は抽選

□芝生墓地および合葬式墓地へ埋蔵（納骨）で
きる焼骨の範囲
○配偶者　　　　　　○ 血族 3親等以内
○姻族 2親等以内　　○養父母、養子
◆申込締切　8月 31日㈬　当日消印有効
◆申込方法　往復はがきで申込み
◆申込先　小山市役所環境課（〒323-8686住所不要）

墓園やすらぎの森

◆その他　合葬式墓地は年間管理料がかかりません。

 空き家バンクについて～空き家を有効活用しませんか？～　 　　  　　　　問空き家対策室☎ 22‒9824
 　あなたの空き家を登録して、売却・賃貸しませんか？詳しくはお問合せください。

　小山市は全国でも有数のビール麦の産地です。小山産の農産物をつま
みに、小山産のビール麦を使用した美味しいビールを堪能しませんか？ 
　特設ステージでのイベントや、市内業者による出店もあります。

※芝生墓地・合葬式墓地どちらか同一世帯につき申
　込みは 1枚になります
※改葬、有骨者については随時受付中です

返信
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・
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く
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嘉か
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６
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１
８
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３
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来
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山
市
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末
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動
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ま
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。
ペ
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と
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と
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ま
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。
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村

の
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出
向
き
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交
渉
開
始
の
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を
見
物
し
た
の
で
す
。

　

市
内
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さ
れ
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文
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め
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か

墨
利
加

渡と

来ら
い

ニに

付つ
き

浦う

ら

が賀
表お

も
て

御ご

出し
ゅ
っ
き
ん勤
御お

供と
も

併
な
ら
び
に

夫ぶ

に

ん人
給き

ゅ
う
き
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配は
い
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く
だ
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り
つ
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ょ
う

」（
嘉
永
７
年
添
野
家
文
書 

個

人
蔵 

栃
木
県
立
文
書
館
寄
託
）
に
は
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
ま
す
。（
意
訳
）

　

ア
メ
リ
カ
水
師
提
督
ペ
ル
リ
（
ペ
リ
ー
）、
副

使
ア
ハ
タ
ム
ス
（
ア
ダ
ム
ス
）
を
、
横
浜
村
で
応

接
し
た
。（
中
略
）
私
た
ち
は
領
主
の
お
見
舞
い

と
し
て
出
張
し
た
。（
中
略
）
ペ
ル
リ
ら
は
上
陸

の
際
、
バ
ッ
テ
イ
ラ
と
い
う
小
船
7
艘
で
、
剣
付

き
鉄
砲
を
持
っ
て
２
列
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太た

い

鼓こ

・
鐘か

ね

を
鳴
ら
し
、

隊
長
は
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抜
い
て
指
図
し
た
。（
中
略
）
兵
士

へ
は
茶
・
※
１

九く

年ね
ん

母ぼ 

・
※
２

有あ
り
へ
い
と
う

平
糖
を
献
じ
た
。

ア
メ
リ
カ
側
が
大
砲
を
二
十
発
ほ
ど
撃
っ
た
の

で
、
日
本
人
は
皆
驚
い
た
。
こ
れ
は
祝
砲
と
し
て

撃
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ペ
リ
ー
ら
の
様
子
や
饗き

ょ
う
お
う応

に
出

さ
れ
た
物
、
祝
砲
を
聞
い
た
日
本
人
の
反
応
ま
で
、

詳
細
な
情
報
が
書
き
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
覚
兵
衛

ら
が
村
に
帰
っ
た
後
の
情
報
伝で

ん

ぱ播
も
早
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
こ
の
開
港
は
、
そ
の
後
の
小
山
の
命
運

に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
開
港
に
よ
り
生き

糸い
と

が
高
値
で
大
量
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日

本
の
養
蚕
や
蚕
種
業
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
大
洪
水
で
衰
退
し
て
い
た
市
域
の
蚕
種
生

産
も
明
治
期
に
増
大
、
河
川
沿
い
に
蚕
の
餌
と
な

る
桑
畑
が
広
が
る
よ
う
に
な
り
、
主
要
産
業
と
し

て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
に
水
戸
藩

浪
士
を
中
心
と
し
た
尊そ

ん
の
う
じ
ょ
う
い

皇
攘
夷
派
・
天
狗
党
が
小

山
宿
を
通
過
し
て
行
く
な
ど
、
不
穏
な
事
件
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
慶
応
４

（
１
８
６
８
）
年
、
小
山
周
辺
で
、
日
光
・
宇
都

宮
の
占
領
を
目
指
す
旧
幕
府
軍
と
、
そ
れ
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
新
政
府
軍
と
の
あ
い
だ
で
激
戦
が

行
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
と
き
の
傷
跡
や
記
念
碑

は
市
内
各
所
に
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
戦
闘
の
激

し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
来
る
９
月
17
日
よ
り
、
小
山
市
立
博
物

館
で
は
企
画
展
『
幕
末
維
新
期
の
点
描
』
を
開
催

し
ま
す
。
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
戊
辰
戦
争
は
も
ち
ろ

ん
、
現
在
の
小
山
の
基
盤
と
な
っ
た
維
新
後
の
文

明
開
化
の
様
子
ま
で
、
絵
巻
物
や
錦
絵
、
当
時
の

武
器
装
備
、
古
文
書
な
ど
、
１
３
０
点
あ
ま
り
を

展
示
し
ま
す
。
特
に
、
長
岡
市
立
中
央
図
書
館
所

蔵
の
「
戊
辰
戦
記
絵
巻
物　

後
編
」
は
、
小
山
の

戦
い
を
含
め
、
関
東
か
ら
函
館
へ
至
る
戊
辰
戦
争

後
半
の
様
子
を
40
枚
に
わ
た
っ
て
描
い
た
も
の

で
、
大
変
見
応
え
の
あ
る
も
の
で
す
。
激
動
の
時

代
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
。
こ
の
秋

は
ぜ
ひ
、
博
物
館
で
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
【
博
物
館
学
芸
員　

尾
上　

仁
美
】

※
１　

九
年
母
・
・
・
か
ん
き
つ
類
の
一
種

※
２　

有
平
糖
・
・
・
砂
糖
を
煮
て
作
ら
れ
た
飴

有
名
で
す
。一
方
で
、

江
戸
幕
府
が
崩
壊
し

て
い
く
課
程
を
当
時

の
人
々
が
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
た
か
と

い
う
視
点
か
ら
見
る

と
、
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
、
興

味
深
い
史
料
が
小
山

に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、〝
幕

末
〞
の
始
ま
り
と
な

っ
た
、
ペ
リ
ー
来
航

の
様
子
が
書
か
れ
た

記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

11　広報小山 2016.8月号

▲泰平安民画図（市立博物館蔵）
ペリーが来航した後、沿岸警備を担当した諸侯を示した図

　

幕
末
維
新
期
の
小
山
、
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
最
も
有
名
な
事
件
と
し
て
は
「
戊
辰

戦
争 

小
山
の
戦
い
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
慶
応

４
（
1
8
6
8
）
年
、
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
舞
台
が
関
西
か
ら
北

関
東
へ
移
っ
て
き
て
ま
も
な
く
小
山
宿
周
辺
で
起
こ
っ
た

戦
闘
で
、
旧
幕
府
軍
が
勝
利
し
た
数
少
な
い
戦
い
と
し
て
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イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

お

知

ら

せ

駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭
・
バ
ザ
ー

日
時　

８
／
28
㈰
15
時
〜
17
時

会
場　

同
セ
ン
タ
ー
（
駅
南
町
２

‐
11
‐
５
）

内
容　

ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
等

そ
の
他　

参
加
者
全
員
に
か
き
氷

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
バ
ザ
ー
商
品
提
供

受
付
中

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
27
０
５
９
４

天
体
観
望
会
「
ヘ
ル
ク
レ
ス
座
を

み
つ
け
よ
う
〜
土
星
を
み
よ
う
〜
」

日
時　

８
／
13
㈯
19
時
半
〜
21
時

会
場　

生
井
公
民
館　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他　

中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
〜
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

ゆ
め
ま
ち
で
夕
涼
み
会
（
天
体
観
望
会
）

日
時　

８
／
20
㈯
19
時
〜

会
場　

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
広
場

そ
の
他　

14
歳
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
。
※
雨
天
時
は
会
議
室

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
27
９
９
３
５

県
立
美
術
館
展
覧
会

◆「
髙
木
修
展　

特
異
な
空
間

へ
」▽
９
／
22
㈭
ま
で
問
同
館
☎

第
2
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時　

９
／
１
〜
11
／
17
の
木
曜

日（
全
10
回
）17
時
半
〜
18
時
半

会
場　

県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生（
身

長
120
㎝
以
上
）抽
選
40
人

参
加
料　

３
千
200
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　

８
／
25
㈭
16
時
半
〜
17

時（
厳
守
）に
参
加
料
を
添
え
て
県

立
温
水
プ
ー
ル
館
☎
22
４
６
１
７

第
39
回
栃
木
県
少
年
の
主
張
発
表

下
都
賀
地
区
大
会

日
時　

８
／
24
㈬
11
時
半
〜

会
場　

野
木
町
文
化
会
館

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉

指
導
課
☎
21
２
２
９
４

児
童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭

等
対
象
）現
況
届
の
提
出

　

同
手
当
を
継
続
し
て
受
給
す
る

に
は
、
８
月
中
の
現
況
届
提
出
が
必

要
で
す
。
所
得
が
限
度
額
を
超
え
、

手
当
が
全
部
停
止
さ
れ
て
い
る
方

も
提
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
２
年

間
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
時

効
に
よ
り
資
格
喪
失
に
な
り
ま
す
。

日
時　

８
／
２
㈫
〜
９
㈫
９
時
〜
16

時（
８
／
６
㈯
・
７
㈰
は
15
時
ま
で
）

会
場　

市
役
所
別
館
会
議
室
１

問
子
育
て
・
家
庭
支
援
課
☎
22

９
６
３
４

第
53
回
小
山
市
総
合
競
技
選
手
権
大
会

兼
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
日　

９
／
13
㈫
※
雨
天
時
翌
日

会
場　

小
山
総
合
公
園

対
象　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

登
録
者
お
よ
び
市
内
在
住
者
先
着
50
人

参
加
料　

１
人
500
円（
当
日
）

申
込
み　

８
／
２
㈫
〜
23
㈫
ま
で
に

体
育
協
会
に
☎
30
５
８
５
６
ま
た
は
℻  

30
５
８
５
７
問
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
・
青
柳
☎
23
１
４
０
１

第
36
回
障
が
い
者
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会

対
象　

市
内
在
住
障
が
い
者
お
よ

び
市
内
障
が
い
者
施
設
利
用
者

日
時　

10
／
１
㈯
９
時
〜

会
場　

小
山
第
一
小
学
校
校
庭

申
込
み　

８
／
31
㈬
ま
で
に
福

祉
課
☎
22
９
６
２
９
℻  
Ａ
Ｘ
24

２
３
７
０

※
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
７
㎞

日
程　

９
／
11
㈰
8
時
45
分

大
平
下
駅
東
口
集
合
▽
池
上
▽
清

水
寺(

休
憩)
▽
戸
長
屋
敷
・
民
俗

資
料
館
▽
ぶ
ど
う
団
地(

片
岡)

▽

中
根
▽
大
平
下
駅
東
口
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

原
爆
死
没
者
慰
霊
と
平
和
祈
念
の

黙
と
う
を

　

広
島
・
長
崎
で
被
爆
71
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
原
爆
死
没
者
の
め
い

福
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈
り
、
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
／
６
㈯
８
時
15
分
・
９

㈫ 

11
時
２
分

問
行
政
経
営
課
☎
22
９
３
１
３

県
立
博
物
館
８
月
の
主
な
行
事

①
企
画
展「
日
光
の
昆
虫
」②
テ
ー
マ

展「
栃
木
の
平
野
の
暮
ら
し
〜
畑
作

〜
」③
テ
ー
マ
展「
栃
木
の
遺
跡
」▽
①

９
／
19
㈪
ま
で
②
③
９
／
４
㈰
ま
で

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

※
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年

始
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧
実
施

　

平
成
26
年
度
に
一
筆
地
調
査
を

行
っ
た「
粟
宮
Ⅰ
」地
区
に
つ
い
て
、
地

籍
図
の
原
図
と
地
籍
簿
の
案
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
国
土
調
査
法
第
17
条

の
規
定
に
基
づ
き
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　

８
／
22
㈪
〜
９
／
16
㈮

※
８
／
26
㈮
、
９
／
２
㈮
・
３
㈯
・

９
㈮
・
10
㈯
・
11
㈰
は
除
く

会
場　

粟
宮
中
央
公
民
館

持
ち
物　

印
鑑
、
委
任
状（
代
理

自
死
遺
族
の
会
開
催

日
時　

８
／
23
㈫
14
時
〜
※
申
込
不
要

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
９

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会

日
時　

９
／
３
㈯
10
時
〜
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

履
歴
書
・
保
育
士
証
写
し

申
込
み　

こ
ど
も
課
☎
22
９
６
１
４

※
小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、
養

護
教
諭
、
看
護
師
、
准
看
護
師
免
許

を
お
持
ち
の
方
も
保
育
士
と
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
ま
す

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
へ

〜
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
基
づ

く
支
援
金
の
申
請
期
限
に
つ
い
て
〜

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

基
づ
く
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限

は
、
10
／
８
㈯
ま
で
で
す
。
未
申

請
の
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
２

小
山
市
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

交
付
制
度
の
開
始

　

犯
罪
抑
止
お
よ
び
防
犯
意
識
向

上
の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
地
域
団
体
に
、
設

置
に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

問
生
活
安
心
課
☎
22
９
３
７
４

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お

よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
定

額
保
険
料
に
加
え
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
要
問
合
せ

秋
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

９
／
５
〜
10
／
３
の
月
・
金
曜

日（
９
／
19
㈪
除
く
全
８
回
）10
時
〜
正
午

会
場　

あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

35
人
程
度（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料　

５
千
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　

８
／
22
㈪
10
時
〜
10
時

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
剪
定
枝　

長
さ
50
㎝
・
太
さ
10

㎝
ま
で
の
幹
・
枝
で
直
径
30
㎝
ま

で
の
束
に
し
て
、
麻
ひ
も
か
紙
ひ

も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
プ
ラ
容
器　
　

マ
ー
ク
の
あ
る

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
で
、

袋
は
二
重
で
は
な
く
、
一
重
に
し
て

く
だ
さ
い
。
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の

は
、
可
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

で
き
る
だ
け

つ
ぶ
し
て
、
ビ
ン
・
缶
と
は
別
の

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、「
家
庭
ご
み
と
資
源
物
の

分
け
方
・
出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
環
境
課
☎
22
９
２
８
６

人
の
場
合
）

問
建
設
政
策
課
☎
22
９
３
２
９

０
２
８
・
６
２
１
・
３
５
６
６

※
月
曜
休
館
。
た
だ
し
、
９
／
19

㈪
開
館
（
９
／
20
㈫
休
館
）
高
校

生
以
上
要
観
覧
料

半
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
☎
22
４
６
１
７
問
市
テ

ニ
ス
協
会
・
松
沼
☎
０
２
８
０
92

１
９
６
２

◆ 7月に配布した「おやまサマーフェスティバル2016」小冊子の協賛者一覧に、一部記載の漏れがありました。
　お詫びして、あらためてご紹介いたします。
　【50,000円】北関東フジクリーン管理㈱　【15,000円】㈲鈴木住宅設備サービス　【12,000円】㈲羽黒家石材
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まゆのクラフト体験教室「うさぎのストラップを作ろう」日時：8/3㈬・19㈮11時～12時・14時～15時
定員：各回先着 10人　参加費：100円　会場：本場結城紬クラフト館　
申込み：小山市観光協会☎ 30－ 4772　※駐車料金の割引サービスはございませんのご了承ください

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
就
学

義
務
を
免
除
さ
れ
た
者
等
に
つ
い
て
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
の
試
験
を
国
が
行
い
ま
す
。

出
願
書
類　

９
／
９
㈮
ま
で
県
教

育
委
員
会
教
職
員
課
に
て
配
布

出
願
方
法　

８
／
22
㈪
〜
９
／
９

㈮
に
文
部
科
学
省
宛
書
留
で
郵
送

(

当
日
消
印
有
効)

問
同
課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
３
９
１

個
人
事
業
税
の
納
税

　

８
月
は
、
平
成
27
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
個

人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
１

期
分
の
納
期
限
は
８
／
31
㈬
で
す

の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
個
人
事
業
税

担
当
☎
０
２
８
２
23
３
４
１
４

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　

特
別
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

７
／
31
現
在
、
常
用
労
働
者
を
１

〜
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対

象
に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用
の

実
態
を
８
〜
９
月
に
調
査
し
ま
す
。

問
県
統
計
課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
６

と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
・
ぷ
ら
っ
と
）

開
設
時
間　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

10
時
〜
18
時（
土
曜
日
は
17
時
ま
で
）

場
所　

宇
都
宮
市
駅
前
通
り
１
‐

3
‐
１
KDX
宇
都
宮
ビ
ル
３
階

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
３
０
１
８

保
育
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
６

平
成
28
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会
・
試

験
講
習
会
・
試
験

①
更
新
講
習
会

日
時
・
会
場　
10
／
19
㈬
・
佐
野
市

文
化
会
館
▽
11
／
１
㈫
・
大
田
原
市

ふ
れ
あ
い
の
丘
▽
11
／
10
㈭
・
県
教

育
会
館
▽
11
／
13
㈰
・
コ
ン
セ
ー
レ

※
時
間
は
各
回
14
時
〜
16
時　

※
申

込
書
類
は
本
人
宛
７
月
下
旬
に
送
付

②
試
験
講
習
会
・
模
擬
試
験

日
時　

９
／
29
㈭
10
時
〜
17
時

③
試
験

日
時　

10
／
25
㈫
14
時
〜
16
時

※
②
③
と
も
に
会
場
は
コ
ン
セ
ー

レ
・
申
込
書
類
は
同
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
下
水
道
課
で
配
布

申
込
み　

①
②
③
と
も
８
／
31
㈬

(

当
日
消
印
有
効)

ま
で
に
（
公
財
）

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
〒
321-

0974

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０-

２

☎
０
２
８
・
６
２
６
・
３
１
８
７

空
家
問
題
１
１
０
番

日
時　

９
／
３
㈯
10
時
〜
15
時

内
容　

空
家
問
題
の
電
話
相
談
☎

０
２
８
・
６
３
６
・
８
０
５
０

問
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
８
・
６
１
４
・
１
１
２
２

扇
風
機
と
エ
ア
コ
ン
を
併
用
し
て

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

　

エ
ア
コ
ン
の
冷
気
を
扇
風
機
で
循

環
さ
せ
る
こ
と
で
、
体
感
温
度
を
下

げ
、い
っ
そ
う
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

問（
一
社
）日
本
電
機
工
業
会

☎
０
３
・
３
５
５
６
・
５
８
８
７

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日
時
・
会
場　

９
／
４
㈰
11
時
〜
16

時
▽
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
※
入
場
無
料

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

問（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

小
山
市
新
製
品
新
技
術
研
究
開
発

事
業
補
助
金
申
請
者

　

単
独
ま
た
は
複
数
の
市
内
中
小

企
業
者
に
よ
る
新
製
品
・
新
技
術
の

研
究
開
発（
大
学
等
研
究
機
関
と
の

共
同
事
業
含
む
）に
対
し
、
そ
の
経

費
の
一部
を
補
助
し
ま
す
。

※
交
付
の
決
定
は
審
査
認
定
委
員

会
で
行
う
。
ま
た
、
既
に
研
究
開

発
が
終
了
し
て
い
る
場
合
は
非
該
当

募
集
期
間　

８
／
１
㈪
〜
31
㈬

問
工
業
振
興
課
22
９
３
９
９

南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
作
成
堆
肥
の
名
称

　

生
ご
み
を
原
料
と
し
て
作
成
さ

れ
る
堆
肥
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

８
／
１
㈪
〜
31
㈬

※
詳
細
は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
HP
に
て

問
同
組
合
☎
24
３
１
９
４

指
定
管
理
者

募
集
施
設　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
中
央
町
３
‐
７
‐
１
ロ
ブ
レ
６
階
）

指
定
期
間　

平
成
29
年
４
／
１
〜

平
成
34
年
３
／
31（
５
年
間
）

受
付
期
間　

８
／
１
㈪
〜
31
㈬

募
集
要
項　

市
HP
参
照

申
込
み　

生
涯
学
習
課
☎
22
９
６
６
６

市
税
等
徴
収
嘱
託
員(

非
常
勤
職
員
）

募
集
人
数　

１
人

勤
務
時
間　

1
日
7
時
間
45
分
（
週
4
日
）

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

日
程　

８
／
25
㈭
〜
11
／
18
㈮

(

全
7
回)

10
時
〜
14
時
半

会
場　

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
等
※
修
了
者
は
家
庭
教
育
支

援
を
行
っ
て
い
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

申
込
み　

８
／
９
㈫
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
22
９
６
６
６

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
渡
良

瀬
遊
水
地
「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入

り
」
観
察
会

日
時　

９
／
４
㈰
15
時
半
か
ら

※
15
時
20
分
市
役
所
前
駐
車
場
集
合

対
象　

市
内
在
住
者
先
着
30
人

※
参
加
無
料
・
雨
天
中
止

申
込
み　

８
／
１
㈪
〜
19
㈮
に
渡

良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

☎
22
９
３
５
４

市
営
住
宅
入
居
者

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者

／
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入

が
一
定
基
準
以
下
の
方
／
地
方
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
方
／
暴
力
団

員
で
な
い
方　

※
そ
の
他
資
格
や

応
募
箇
所
に
つ
い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み　

８
／
26
㈮
ま
で
に
建
築

課
☎
22
９
２
１
２

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
開
運
小
山
市
共

通
商
品
券
」取
扱
加
盟
店　

募
集
期
間　

８
／
31
㈬
ま
で

申
込
み　

小
山
商
工
会
議
所
☎
22

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
等
整

備
・
運
営
事
業
要
求
水
準
書(

案)

の
公
表
（
質
問
・
意
見
募
集
）

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
等

整
備
・
運
営
事
業
の
入
札
公
告
に
先

立
ち
、
要
求
水
準
書(

案)

を
公
表

し
、
質
問
・
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
日
・
方
法　

８
／
10
㈬
同
組

合
HP
に
て

受
付
期
間　

８
／
10
㈬
〜
24
㈬
17
時

提
出
方
法　

同
組
合
HP
内
の

要
求
水
準
書(

案)

に
関
す
る

質
問
・
意
見
書
フ
ァ
イ
ル
に
入

力
し
、
メ
ー
ル
に
て
提
出

d
-k
o
u
ik
ik
en
setsu

@
city.

oyam
a.tochigi.jp

※
電
話
不
可

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　

建

設
課
☎
22
８
１
８
４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　

職
員
採
用
試
験

試
験
日　

10
／
16
㈰（
一
次
試
験
）

採
用
職
種　

一
般
事
務
・
電
気
技

師
各
若
干
名

申
込
み　

９
／
９
㈮
ま
で
に
申
込

書
・
受
験
票
様
式
を
同
組
合
総
務

課
☎
22
２
８
０
９
へ
提
出

※
受
験
資
格
等
、
詳
細
は
試
験
案

内
ま
た
はhttp://w

w
w
.city.oyam

a.
tochigi.jp/kouiki/soum

uka

を
要
確
認

☎
０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

待
遇　

基
本
給
月
額
８
万
円+

歩
合
給

申
込
み　

８
／
１
㈪
〜
26
㈮
ま

で
に
履
歴
書
持
参
の
う
え
納
税
課

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

問
同
課
☎
22
９
４
４
２

０
２
５
３
▽
間
々
田
商
工
会
☎
45

０
２
６
１
▽
小
山
市
美
田
商
工
会

☎
37
０
６
３
１
▽
桑
絹
商
工
会
☎

22
４
５
２
３
※
申
込
に
関
す
る
問

合
せ
は
直
接
各
申
込
先
ま
で
。
商

品
券
は
10
／
１
㈯
よ
り
販
売
予
定
。

詳
細
は
広
報
お
や
ま
９
月
号
に
て

問
商
業
観
光
課
☎
22
９
２
７
５

日
時　

８
／
30
㈫
10
時
半
〜
15
時

会
場　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ（
宇

都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６
）

内
容　

保
育
施
設
合
同
面
談
会

問
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
３
０
７
・
４
１
９
４

問
国
保
年
金
課
☎
22
９
４
１
６
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開
運
小
山
市
家
庭
で
節
電
コ
ン
テ
ス
ト

　

電
力
使
用
量
の
増
え
る
夏
に
、
ご

家
庭
の
使
用
電
気
量
を
昨
夏
と
比
べ
、

ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
た
か
を
確
認

す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
細
要
問
合
せ

問
環
境
課
☎
22
９
２
８
8

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
子
育
て
支
援
講
座　

日
程　

９
／
８
㈭
・
９
㈮
・
12
㈪
・

14
㈬
・
15
㈭(

全
５
回)

会
場　

城
山
・
サ
ク
ラ
・
コ
モ
ン

２
階
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
20
人
（
無
料
）

※
詳
細
は
市
HP
・
ま
た
は
城
山
さ

く
ら
保
育
園
HP

申
込
み　

８
／
27
㈯
ま
で
に
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー

☎
・
℻  
共
通
24
１
０
１
２
※
提
供

会
員
も
募
集
中

伝
統
文
化
親
子
茶
道
教
室　

日
時
・
費
用　

９
／
４
㈰
A
班
16
〜

17
時
▽
B
班
17
〜
18
時
▽
C
班
18
〜
19

時　

各
班
先
着
20
人
・
１
人
200
円

会
場　

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

申
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
☎
27
９
９
３
５

第
39
回
小
学
生
公
園
絵
画
展
作
品

対
象　

県
内
の
小
学
生

題
材　

公
園
に
関
す
る
も
の
を
描

い
た
絵
で
あ
れ
ば
自
由

用
紙
サ
イ
ズ　

四
つ
切
画
用
紙

紙
質
・
色
彩　

自
由

申
込
み　

９
／
６
㈫
ま
で
に
学
校

を
通
し
て
県
公
園
事
務
所
総
務
課

問
同
課
☎
０
２
８
・
６
５
８
・
０
１
２
８

平
成
28
年
度
行
政
書
士
試
験

試
験
日　

11
／
13
㈰

会
場　

宇
都
宮
大
学
峰
キ
ャ
ン
パ

ス（
宇
都
宮
市
峰
町
350
）

手
数
料　

７
千
円

受
付
期
間　

郵
送
９
／
２
㈮（
消

印
有
効
）ま
で
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
８
／
30
㈫
17
時
ま
で

※
詳
細
要
問
合
せ

問
（
一
財
）
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
・
３
２
６
３
・
７
７
０
０

統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

対
象　

県
内
の
小
学
生
以
上
の
方

題
材
・
紙
質
・
色
彩　

自
由

用
紙
サ
イ
ズ　

Ｂ
２
判（
縦
横
自
由
）

合
作　

一
作
品
5
人
以
内

申
込
み　

９
／
５
㈪
ま
で
に
県
統

計
課
必
着（
〒
320
‐
8501
住
所
不
要
）

問
同
課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
２

第
24
回「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」作
文

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

◆
航
空
学
生
９
／
22
㈭
▽
高
卒（
見
込

含
）21
歳
未
満
男
女
◆
一
般
曹
候
補
生

９
／
16
㈮
・
17
㈯
▽
18
〜
27
歳
未
満

男
女
◆
自
衛
官
候
補
生（
任
期
制
）９

月
下
旬
▽
18
〜
27
歳
未
満
男
女

受
付
期
間　

９
／
８
㈭
ま
で

※
詳
細
は
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所
ま
で

問
同
事
務
所
☎
25
４
７
６
３

ラ
ム
サ
ー
ル
講
座
〜
渡
良
瀬
遊
水

地
を
学
ぼ
う
〜(

植
物
編
・
秋)　

日
時　

９
／
16
㈮
９
時
〜
正
午

場
所
・
定
員　

生
井
公
民
館
・
渡
良
瀬

遊
水
地(

バ
ス
で
移
動
）・
先
着
20
人

内
容　

渡
良
瀬
遊
水
地
で
秋
の
植

物
貴
重
種
探
し(

学
習
と
観
察)

小
山
市
国
際
交
流
協
会
事
業

◆
外
国
人
と
の
交
流
バ
ス
ハ
イ

ピ
ア
ノ
無
料
開
放「
気
分
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

日
時　

９
／
22
㈭
９
時
半
〜
17
時
半

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
小
学
生

以
上
の
方
30
組

ピ
ア
ノ　

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー

M
od.200 

※
演
奏
時
間
10
分
以
内

申
込
み　

８
／
25
㈭
〜
９
／
５
㈪
に

同
セ
ン
タ
ー
窓
口（
電
話
申
込
み
不
可
）

問
同
セ
ン
タ
ー
22
９
１
１
１

第
17
回
国
際
Ｔ
Ｂ
Ｃ
調
理
・
パ
テ
ィ

シ
エ
専
門
学
校
公
開
講
座「
プ
ロ
の

指
導
に
よ
る
本
格
的
料
理
講
座
」

日
時
・
内
容　

９
／
6
㈫
西
洋
料

理
講
座
、
13
㈫
日
本
料
理
講
座
、

20
㈫
製
菓
講
座
、
18
時
半
〜
21
時

※
1
回
の
み
の
参
加
も
可

会
場　

同
校（
三
峯
１
‐
10
‐
21
）

定
員　

各
先
着
30
人（
１
回
千
500
円
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
上

履
き（
滑
ら
な
い
物
）、
タ
ッ
パ
な
ど

申
込
み　

８
／
22
㈪
〜
30
㈫
に
生

涯
学
習
課
☎
22
９
６
６
５

第
14
回
小
山
市
民
囲
碁
大
会

日
時　

９
／
11
㈰
９
時
半
開
会

会
場　

小
山
東
出
張
所

対
象　

市
内
在
住
・
通
勤
・
通
学

者
お
よ
び
市
内
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員

平
成
28
年
度
獨
協
医
科
大
学
公
開
講
座

日
時　

８
／
27
・
９
／
３
・
10
の

土
曜
日（
全
３
回
）10
時
半
〜
正
午

会
場　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容　

更
な
る
地
域
連
携
を
目
指
し
て

定
員　

80
人

申
込
み　

同
大
学
総
務
課
☎

０
２
８
２
87
２
１
０
０

小
山
市
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
法
人

　

平
成
29
年
度
に
整
備
す
る
老
人

福
祉
施
設
の
整
備
法
人
等
の
募
集

要
項
を
、
８
月
上
旬
に
市
HP
に
掲

載
し
ま
す
。

問
高
齢
生
き
が
い
課
☎
22
９
５
４
９

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時　

９
／
17
㈯
９
時
〜
正
午

会
場　

市
消
防
本
部
大
会
議
室

（
神
鳥
谷
１
７
０
０
‐
２
）

定
員　

先
着
30
人　

※
参
加
無
料

そ
の
他　

活
動
し
や
す
い
服
装

申
込
み　

８
／
15
㈪
〜
30
㈫
に
消

防
署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署
・
分
遣
所

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
秋
を
楽

し
む
、
モ
ミ
ジ
・
ウ
サ
ギ
」

日
程　

８
／
20
㈯
10
時
〜
正
午

受
講
料　

100
円
※
折
紙
持
参
・
詳

細
は
車
屋
美
術
館
へ
要
問
合
せ

申
込
み　

８
／
２
㈫
９
時
〜
同
館

☎
41
０
９
６
８

「
第
15
回
夢
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

〜
コ
ン
サ
ー
ト
の
舞
台
で
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
〜

日
時　

９
／
４
㈰
13
時
〜

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
ま

た
は
、
通
勤
・
通
学
者
を
優
先
先
着
30

人
※
演
奏
時
間
は
１
人(

組)

８
分
以
内

申
込
み　

８
／
19
㈮
９
時
〜
26
㈮

起
業
家
育
成
講
座「
入
門
コ
ー
ス
」

日
時　

８
／
27
㈯
・
９
／
３
㈯（
全

２
回
）13
時
半
〜
16
時
半

会
場　

市
立
中
央
図
書
館

定
員　

15
人　

※
参
加
無
料

内
容　

起
業
に
必
要
な
知
識
の
習
得

講
師　

市
内
中
小
企
業
診
断
士

申
込
み　

工
業
振
興
課
☎
22

９
３
９
６
℻  
22
９
６
８
５

第
８
回
歴
史
講
座「
寒
河
の
神
々
〜

古
代
下
野
南
部
の
地
域
的
特
性
〜
」

日
時　

８
／
23
㈫
10
時
〜

会
場
・
定
員　

市
立
博
物
館
・
先
着
50
人

講
師　

佐
久
間
弘
行（
市
博
物
館
学
芸
員
）

参
加
料　

100
円（
当
日
）

申
込
み　

市
文
化
協
会（
文
化
振
興

課
内
）☎
22
９
６
９
４
℻  
22
９
５
６
０

申
込
み
９
／
９
㈮
ま
で
に
同
公
民

館
☎
45
４
０
０
４

16
時
ま
で
に
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

問
同
セ
ン
タ
ー
22
９
５
５
２

100
人
程
度（
当
日
受
付
不
可
）

参
加
料　

千
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
）

競
技
区
分　

市
長
杯
争
奪「
小
山

名
人
戦
」、
ハ
ン
デ
戦
A
ク
ラ
ス
、

ハ
ン
デ
戦
B
ク
ラ
ス
、
ハ
ン
デ
戦

C
ク
ラ
ス（
10
級
以
上
）

申
込
み　

８
／
１
㈪
〜
31
㈬
に
競

技
区
分
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
ま
た

は
勤
務
先
・
通
学
先
・
段
級
位
を
中

央
公
民
館
☎
22
９
５
６
３

母
親
ク
ラ
ブ「
み
な
み
会
」幼
児
ク
ラ
ブ
会
員

活
動
日
時　
毎
週
火
曜
日
10
時
15
分
〜

内
容　

季
節
の
工
作
・
リ
ト
ミ
ッ

ク
等
※
会
費
無
料
・
詳
細
要
問
合
せ

問
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
27

０
５
９
４

対
象　

県
内
に
通
学
ま
た
は
在
住

の
小
学
４
・
５
・
６
年
生

申
込
み　

400
字
づ
め
原
稿
用
紙
1

枚
に
ま
と
め（
余
白
に
題
名
）、
裏

面
に
学
校
名
・
学
年
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
性
別
を
記
入
し
、
９

／
７
㈬（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に

県
広
報
課（
〒
320
‐
8501
住
所
不
要
）

問
同
課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

「
小
山
き
も
の
の
日
」（
11
／
19
㈯

開
催
）お
も
て
な
し
の
店

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
着
物
で
ご
来

店
の
方
に
お
店
独
自
の「
お
も
て

な
し
」を
し
て
い
た
だ
く「
お
も
て

な
し
の
店
」を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み　

８
／
31
㈬
ま
で
に
工
業

振
興
課
☎
22
９
３
９
７



茨
城
県
結
城
看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

８
／
５
㈮
・
19
㈮
９
時
15
分
〜
正
午
▽
要
申
込
み
▽

同
校
☎
０
２
９
６
33
１
９
２
２

第
29
回
社
会
福
祉
法
人
洗
心
会
納
涼
祭　

８
／
６
㈯

17
時
〜
20
時（
雨
天
決
行
）▽
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
敷
地
内

（
出
井
1936
）▽
模
擬
店
・
打
上
花
火
▽
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

☎
25
２
８
１
７

全
国
一
斉
養
育
費
相
談
会（
電
話
相
談
会
）　

８
／
７
㈰
10
時
〜
16
時
▽
相
談
料
無
料
▽
☎

０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１
▽
栃
木
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会　

高
橋
☎
０
２
８
２
21
７
２
２
０

ま
ま
だ
納
涼
祭　

８
／
11
㈭
17
時
半
〜
20
時
40
分

（
雨
天
順
延
）▽
盆
踊
り
・
模
擬
店
・
打
上
花
火
▽
間
々

田
商
工
会
☎
45
０
２
６
１

健
康
歌
声
ゴ
ー
ル
デ
ン
ソ
ン
グ
ス
定
例
会　

毎
月
第
２
、
４
月
曜
日
10
時
〜
正
午
▽
桑
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
参
加
料
千
円
▽
島
村
☎

０
７
０
・
３
９
６
４
・
６
５
３
７

E
N
S
E
M
B
L
E

　

C
R
E
S
C
E
N
D
O

　

８
／
20
㈯
14
時
開
演
▽
道
の
駅
思
川
▽
熊
本
復

興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
▽
針
谷
☎

０
８
０
・
６
５
９
３
・
５
３
７
８

マ
ロ
ン
の
い
え
子
育
て
支
援
事
業「
お
琴
体
験
ミ
ニ

教
室
」　

８
／
23
㈫
10
時
半
〜
11
時
45
分
▽
市
内
在

住
親
子
10
組
程
度
▽
講
師
・
丹
野
井
弘
寿
先
生
▽
マ

ロ
ン
の
い
え
☎
32
８
２
５
４

か
も
め
箏
の
音
会
・
白
鷗
大
学
箏
曲
部「
お
琴
＆
三

味
線
の
夏
休
み
音
楽
体
験
」　

８
／
24
㈬
13
時
〜
▽

小
山
第
二
中
学
校
▽
参
加
費
無
料
▽
要
申
込
み
・
野

原
☎
０
９
０
・
４
６
６
２
・
１
１
４
５

ス
マ
イ
ル
コ
ン
サ
ー
ト「
た
だ
今
、
お
か
え
り
」　

８

／
28
㈰
14
時
半
〜
16
時
▽
道
の
駅
思
川
▽
無
料
▽
藤

井
☎
25
２
２
６
７

第
３
回
茶
の
湯
文
化
に
触
れ
る
市
民
講
座　

８
／
28

㈰
13
時
〜
15
時
▽
栃
木
県
教
育
会
館
▽
講
演
会　

講

師　

樂　

吉
左
衞
門
氏
▽
千
円（
呈
茶
付
）▽
表
千
家

同
門
会
栃
木
県
支
部
・
田
中
☎
28
０
５
６
０

仏
花　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
製
作　

８
／
30

㈫
、
９
／
７
㈬
10
時
〜
12
時
半
▽
小
山
城
南
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
８
／
20
㈯
ま
で
に
要
申
込
▽
花

材
費
と
し
て
３
千
800
円
程
度（
実
費
）▽
村
上
☎

０
９
０
・
５
５
１
０
・
０
２
１
１

iP
a
d

の
学
習
講
座　

９
／
３
・
10
・
24
㈯
・
28
㈬

（
全
４
回
）▽
午
前
の
部
10
時
〜
12
時
・
午
後
の
部
13

時
半
〜
15
時
半
▽
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽

受
講
料
４
千
500
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
）▽
各
12
人
▽

平
日
13
時
〜
16
時
に
NPO
栃
木
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
２
⒇
３
３
２
２
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

介護保険施設における食費・居
住費負担軽減の見直しについて

　８/ １㈪から、介護保険施設や

ショートステイ利用時の食費・居住

費負担を軽減する負担限度額認定の

判定に、非課税年金（遺族年金・障

害年金等）の収入も含まれます。

　このことにより、現在、負担段階

が第２段階の方で、非課税年金を一

定額受給している方は、第３段階に

なる場合があります。詳細は市 HP

をご覧ください。

問高齢生きがい課☎22‒9541

遊びリテーションボランティア養成講座（無料)
問高齢生きがい課 ☎22‒9616

日　程 内　容

9/6 ㈫

開講式

介護予防ボランティアについて

9/13 ㈫ 遊びリテーションの体験

9/20 ㈫ 遊びリテーションの組み立て

9/21 ㈬ ～

10/31 ㈪

遊びリテーション実習

※期間中のいずれか１日

11/1 ㈫ 閉講式

対　象　70歳くらいまでの元気な方(30人程度）
会　場　保健・福祉センター３階大会議室
時　間　13時半～ 15時半

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
事
業

①
カ
ニ
・
ハ
ゼ
釣
り
入
門

日
程　

９
／
24
㈯
〜
25
㈰（
１
泊
2
日
）

定
員　

栃
木
県
民
50
人（
た
だ
し

釣
り
の
活
動
は
小
学
４
年
生
以
上
・

超
過
時
抽
選
）

②
海
浜
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

日
程　

10
／
８
㈯
〜
９
㈰（
１
泊
2
日
）

定
員　

栃
木
県
民
15
組（
小
学
生

以
上
・
超
過
時
抽
選
）

申
込
み　

①
８
／
22
㈪
ま
で
②
９

／
５
㈪
ま
で
に
事
業
名
・
代
表
者

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
者

の
氏
名
・
事
業
当
日
の
年
齢（
学

年
）・
性
別
を
と
ち
ぎ
海
浜
自
然

の
家
に
、
ハ
ガ
キ（
〒
311
‐
1412
茨

城
県
鉾
田
市
玉
田
336
‐
２
）・
℻  

（
０
２
９
１
37
４
０
０
８
）ま
た
は

☎（
０
２
９
１
37
４
０
０
４
）

※
参
加
料
等
詳
細
は
要
問
合
せ

職
業
訓
練
の
実
施(

県
南
産
業
技
術
学
校
）

◆
機
械
加
工
科
▽
５
人
◆
Ｎ
Ｃ
機

械
科
▽
10
人
◆
板
金
溶
接
科
▽
５

人（
訓
練
期
間
6
カ
月
）

（地独）
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
職
員
採
用
試
験

◆
看
護
師

試
験
日　

第
1
回
８
／
20
㈯
ま
た

は
21
㈰
・
第
2
回
10
／
30
㈰

申
込
み　

第
１
回
８
／
10
㈬
ま
で
、

第
2
回
９
／
16
㈮
〜
10
／
18
㈫
ま
で

◆
薬
剤
師

試
験
日　

第
1
回
８
／
21
㈰
・
第

2
回
10
／
16
㈰
（
一
次
試
験
）

申
込
み　

第
１
回
８
／
９
㈫
ま
で
、

第
2
回
９
／
１
㈭
〜
21
㈬
ま
で

※
受
験
資
格
等
詳
細
はhttp://

w
w
w
.tochigi-㏄ .jp/recruit/

㏌ dex.htm
l

も
し
く
は
募
集
要

項
を
要
確
認

問
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
５
８
・
５
１
５
１

放
送
大
学
10
月
生

出
願
期
間　

第
１
回
８
／
31
㈬
ま

で　

第
２
回
９
／
20
㈫
ま
で

※
資
料
等
詳
細
要
問
合
せ

問
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
３
２
・
０
５
７
２

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
内
容　

①「
写
真
の
部
」②

「
手
紙
・
メ
ー
ル
の
部
」（
①
②
共

に
子
育
て
の
力
・
子
育
て
を
応
援

す
る
地
域
の
力
に
関
す
る
作
品
）

募
集
期
間　

９
／
５
㈪
ま
で

応
募
方
法　

詳
細
は
内
閣
府
HP

結
城
盆
踊
り
大
会

日
時　

８
／
12
㈮
18
時
半
〜
21
時
半

会
場　

結
城
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー

内
容　
「
三
世
代
輪
に
な
っ
て
踊

ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
お
囃
子
の
リ

ズ
ム
と
民
謡
歌
手
の
歌
声
に
合
わ

せ
て
踊
り
ま
す
。

問
結
城
市
役
所
商
工
観
光
課
☎

０
２
９
６
34
０
４
２
１

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室

日
時
・
内
容　

①
８
／
18
㈭
精
神

保
健
福
祉
の
変
遷
と
家
族
や
行
政
な

ど
周
囲
の
対
応
②
９
／
８
㈭
当
事
者

の
体
験
か
ら
学
ぶ
※
14
時
〜
16
時

会
場　

県
庁
小
山
庁
舎

申
込
み　

①
８
／
15
㈪
②
９
／
１

㈭
ま
で
に
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
22
６
１
９
２

小
山
高
専
公
開
講
座

①
パ
ソ
コ
ン
組
み
立
て
講
座
８
／

27
㈯
・
28
㈰
９
時
〜
15
時（
28
㈰
は

正
午
ま
で
）▽
小
学
高
学
年
以
上
５

人
▽
教
材
費
３
万
８
千
円
程
度

う
ち
の
動
物（
コ
）見
て
見
て
！
コ
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テ
ス
ト

　

自
慢
の
ペ
ッ
ト
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
。（
種
類
・
頭
数
不
問
）

　

９
／
２
㈮
ま
で
に
郵
送（
必
着
）

ま
た
は
持
参
※
詳
細
要
問
合
せ

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
８
４
・
５
４
５
８

関東職業能力開発大学校セミナー
　　　　　　　　　　問同校援助計画課 ☎31‒1733 

コース名 実施日時 定員 受講料
マシニングセンタ実践技術 9/3.10.17

9:00 ～ 17:00 10 ￥14,100

精密測定技術(長さ測定編) 9/3.109:00 ～ 17:00 10 ￥9,000

PLC制御による位置決め制
御技術

9/3.10
9:30 ～ 16:10 5 ￥14,900

機械制御のためのマイコン
実践技術（ARM-C言語編）

9/10.17.24
9:30 ～ 16:10 10 ￥13,000

SFCによる PLC制御技術 9/24、10/1
9:30 ～ 16:10 10 ￥6,500

鉛フリーはんだ付け技術
（挿入実装編）

9/3.10
9:30 ～ 16:10 10 ￥8,300

有接点トラブルの評価と改善 9/24、10/8
9:30 ～ 16:10 10 ￥9,000

【
結
城
市
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

募
集
期
間　
一
次
募
集
８
／
１
㈪
〜

24
㈬(

選
考
日
８
／
31
㈬
）、
二
次
募
集

９
／
６
㈫
〜
16
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選
考
日
９
／
26
㈪
）

問
県
南
産
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技
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専
門
学
校
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０
２
８
４
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０
８
０
３

②
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立
体
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ろ
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／
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・
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〜
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時
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小
学
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以
上
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▽
無
料

申
込
み　

k
o
u
z
a
@
o
y
a
m
a
-

c
t.a
c
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座
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・
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
同
校
へ

問
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

ク
９
／
４
㈰
８
時
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〜
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▽

日
光
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戦
場
ヶ
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▽
無
料

▽
先
着
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人(

要
申
込)

◆
第
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回 O
yam
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ン
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シ
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フ
ェ
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ィ
バ
ル
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行
委
員
平

成
29
年
２
／
４
㈯
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催
予
定
の
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フ
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バ
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運
営
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会
☎
23
１
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４
２



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　9月 28日㈬
受　付　計測のみの方 9:00 ～ 11:00
　　　　相談ありの方
　　　　① 9:00 ～　② 9:30 ～
　　　　③ 10:00 ～　④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　8月 30日㈫から☎22‒9527

広報小山 2016.8月号　16

マタニティクラス（はじめてのきょ
うだいクラス）
日　時　9月15日㈭
　　　　9:30 ～ 11:30（受付9:15）
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠中の生活や子どもの食事、
　　　　きょうだいとの関わり方
対　象　2人目以降の妊婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、申込書
受講料　テキスト250円
申込み　☎22‒9527

乳児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年5月･6月生まれの乳児対象
期　日 会　場

10月  3日㈪
19日㈬

11月18日㈮
29日㈫

保健・福祉センター

10月14日㈮
11月24日㈭

健康医療介護総合支援
センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

9カ月児健康相談（受診日・会場は通知参照）
＊平成27年12月･平成28年1月生まれの乳児対象
期　日 会　場

10月  3日㈪
19日㈬

11月18日㈮
　  29日㈫

保健・福祉センター

10月14日㈮
11月24日㈭

健康医療介護総合支援
センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527
1歳6カ月児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成27年3月･4月生まれの幼児対象
期　日 会　場

10月 5日㈬
20日㈭

11月 1日㈫
17日㈭

保健・福祉センター

10月25日㈫
11月21日㈪

健康医療介護総合支援
センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

2歳児歯科健診（全地区）（受診日等は通知参照）
＊平成26年10月･11月生まれの幼児対象
期　日　10月6日㈭・27日㈭
　　　　11月2日㈬・17日㈭
受　付　①9:15 ～ 9:45、② 10:15 ～ 10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

３歳児健診（全地区）（受診日は通知参照）
＊平成25年7月･8月生まれの幼児対象
期　日　10月6日㈭･12日㈬･24日㈪
　　　　11月2日㈬･ 7日㈪･15日㈫
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

はじめよう30代のヘル活！
「女性のためのヘルシーライフ講
座」（要申込）
日　時　8月29日㈪、9月14日㈬、
　　　　9月27日㈫（全3回）
　　　　各回9:30 ～ 11:30
会　場　保健・福祉センター
内　容　保健師等講話、尿中塩分測定など
定　員　市内在住30代女性・先着25人
※託児あり
参加料　500円
申込み　8月8日㈪から☎22‒9520
メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　8月18日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の教室に興味がある
市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み物、
タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607

おやま地域医療健康大学公開講座
日　時　9月 3日㈯ 10:00～ 12:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27‒0500
※詳細は広報小山6月号P4をご覧ください。
時間が変更になりましたのでご注意ください

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成28年度健康のしおり」内の検診申込み書（ハ
ガキ）からお申込みください。折り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受診券、③健康保険証、④その他指
定されたもの　　問☎22‒9522

9月の集団検診（要申込）＊6・7・8月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
2㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山東出張所
6㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
8㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 大谷公民館
9㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 豊田公民館
12㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
13㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
14㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
17㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター

23㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

27㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
28㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は午前10:30までに各会場へ直接お越しください。

8
ハチマルニイマル

0 2 0運動表彰事業
　8020の普及啓発を目的に（一社）小
山歯科医師会が表彰事業を実施します。
応募資格　80歳以上で自分の歯が 20本
以上ある市内在住の方（過去の表彰者は
不可）
表彰者の選考　同医師会会員の歯科医
院にて歯科検診を受診していただき（無
料）、表彰者を決定します。
　表彰者は、11月開催予定の「健康都市
おやまフェスティバル」に
て表彰します。（記念品贈呈）
検診期間　8月 12日㈮まで
問健康増進課☎ 22‒9607
　または直接歯科医院へ

第15回おやま健康料理コンクー
ル作品募集
募集内容　小山市の主要農畜産物を活
用した健康料理
○こども部門（小学生・中学生）
○おとな部門（高校生以上、プロの料理人除く）
応募資格　市内在住・通勤・通学者
応募締切　9月 7日㈬事務局必着
※詳細は市役所・各出張所などにある応
募用紙をご覧ください
本審査 ･表彰式　11月 13日㈰
コンクール会場　県南体育館
※書類選考を通過された方は、当日応
募作品を提出していただきます
問☎ 22‒9525
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すこやか通信

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　　☎ 39 ｰ 8881・FAX39 ｰ 8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2 ｰ 4 ｰ 3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2ｰ7ｰ18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320ｰ2 ☎0280‒57‒1011

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。
受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外17:00～翌日9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています　問☎27‒0500

９月の一次救急医療機関
□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　☎ 39 ｰ 8880・FAX39 ｰ 8882
受付　診療終了 15分前まで

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
④⑥ ①⑤ ②⑥

4 5 6 7 8 9 10
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
11 12 13 14 15 16 17
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
18 19 20 21 22 23 24
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
25 26 27 28 29 30
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

開運おやま健康マイレージ
　健康マイレージ対象のイベントは本
紙イベントカレンダーに　　 マークが
付きます。
　健康マイレージの詳細は、本紙5月号
P7または「健康マイレージポイントカー
ドつきパンフレット」をご覧ください。
問☎22‒9532
ＣＫＤ（慢性腎臓病）予防セミ
ナー（要申込）
日　時　① 9月 12日㈪ 13:30～ 15:30
　　　　② 9月 29日㈭ 13:30～ 15:30
　　　　③10月 13日㈭ 13:30～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　腎臓の健康に関心があり、
　　　　3日間すべてに出席できる方
定　員　先着 50人※初参加者限定
申込み　8月12日㈮から☎22‒9607

大腸がん予防について
ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22‒9607
　今まで日本人に多かった胃がんなどの死亡率は早期発見・早期治療により、年々低下
傾向にありますが、それにかわって増加しているのがもともと欧米人に多かった大腸が
んです。市では標準化死亡比（人口年齢構成の違いを除去して死亡率を比較するための
指標）は男女とも年々高くなっており、また国や栃木県全体に比較してもかなり高い状況にあります。
　大腸がんの原因としては、脂肪のとり過ぎで発がん性物質が生まれやすくなること、便秘によって発がん性物質が排出
されにくくなることなどが考えられます。食生活の欧米化で、肉類や脂肪を多くとるようになり、かわりに食物繊維の多
い穀類や海藻、野菜、きのこなどをとらなくなったことは、大腸がんの急増に大きく影響しているといえます。

《大腸がんの自覚症状》
□排便時の出血
□排便異常がある
□腹痛

《大腸がん！こんな人は要注意 !!》
□脂っぽいものが好き
□便秘がちである
□緑黄色野菜を食べない
□家族や近親者に大腸がんにかかった人がいる
□大腸にポリープができたことがある　など

《大腸がんの予防法》
□食物繊維の多い和食中心の食事を心がけましょう！
　腸内環境を整えたり、発がん性物質を吸着する働きをも
つ食物繊維を 1日 20g ～ 25g を目標にたくさんとりましょう！
□普段から便秘にならないように心がけましょう！
　食物繊維を多くとり、適度な運動をしましょう（特に腹筋を鍛える）。
また便意がおこったら我慢しないことも大切です。
□定期検診を必ず受けましょう
　大腸がんは初期には自覚症状が少なく、なかなか見つけにくいもので
す。年に 1回の定期健診を受けて、大腸がんの早期発見に努めましょう。

食生活改善推進員による料理教室
■親子料理教室（要申込）
日　時　8月20日㈯10:00から
会　場　保健・福祉センター
対　象　市内在住の年長～小学生の子
どもと保護者・先着20人
参加料　1人500円程度
持ち物　エプロン･三角巾
申込み　8月12日㈮までに☎22‒9508

■乳製品を使った健康料理
教室（要申込）
日　時　9月9日㈮10:00から
会　場　大谷公民館
対　象　市内在住の成人・先着20人
参加料　500円程度
持ち物　エプロン･三角巾
申込み　9月2日㈮までに☎22‒9508

ら

食生活改善推進員養成講習会
日　程　8月23日㈫・30日㈫、
　　　　9月8日㈭・15日㈭・26日㈪
会　場　桑市民交流センター
対　象　食育や食生活の改善、地区組
織活動に関心のある方・先着40人
参加料　テキスト代1,188円、調理実習
費（実費で1,000円程度）
申込み　8月17日㈬までに☎22‒9607

■男性のための健康料理教室（要申込）
日　時　9月3日㈯9:30から
　　　　（受付9:15から）
会　場　保健・福祉センター
対　象　市内在住の男性・
　　　　先着30人
参加料　600円程度
持ち物　エプロン･三角巾
申込み　8月26日㈮までに☎22‒9508

■「平成 28年度健康のしおり」の内容変更について
　7月 1日㈮より松岡クリニックの診療時間等が下記のとおり変更になりましたので、ご注意ください。
【診療科目】精神科・心療内科　【休診日】木曜日・日曜日・祝祭日
【診療時間】月曜日～金曜日：9時～正午、13時半～ 17時半、土曜日：13時半～ 17時
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。9月の相談

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 18㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22-9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 30㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22-8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

13･27㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22-9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 1㈭10:00～12:00 福祉課☎22-9619

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22-9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課☎22-9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課

☎22-9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課☎22-9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25-4002

電話相談
10:00～17:00

☎25-4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23-1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22-9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22-3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22-9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22-4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028-673-8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22-9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 10㈯10:00～12:00
21㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22-9282

登記相談予約制 14㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 13･27㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談 8㈭13:30～15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制

21･28㈬
10:00～12:00

相続や遺言、農地転用、開発行為
等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 6㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 18㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 9㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22

-9292

子育て家庭生活相談
予約制

3㈯14:00～16:00
14㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22-9664

3㈯14:00～16:00
28㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

3㈯14:00～16:00
21㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

7㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

14㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 20㈫14:00～15:30 精神科医師　福祉課☎22-9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

6･20㈫10:00～15:00
13･27㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
6･20㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22-9501

精神保健福祉相談予約制 2㈮13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22-6192

女性のための心の相談予約制 26㈪13:30～16:30 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22-8078

創業･経営相談予約制 17㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22-9396

図書館つうしん（9 月）
期日 時間 会場

6 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

7㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

8㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

9㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

13㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

14㈬
10:10 ～ 10:50 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

15㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

16㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

21㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

29㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程

■ミニ利用案内　【すくすく・ほっと・タイム】
　中央図書館では平成28年５月から、赤ちゃんなど幼いお子さんと、その保護者の
方に図書館を気兼ねなくご利用いただくための時間帯を設けました。赤ちゃんに
は、図書館ですくすくと健やかに過ごせる時間を、保護者の方には、図書館でほっ
とできる時間を提供します。
◆実施日時　毎月第3水曜日10:30 ～正午（乳幼児のためのおはなし会「おはなし
　　　　　　ウェンディ０・１・２」実施時間をはさんで、前後30分）
問中央図書館 児童サービスデスク☎21‒0751

おはなし会
会名（会場） 日時

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 2㈮ 11:00

おこれんのおはなし会 4㈰ 14:00

おはなしウェンディ 7㈬ 15:30

おはなしメロディ 11㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい
（間々田分館） 13㈫ 15:30

おはなしこんにちは 14㈬ 10:30

おはなしウェンディ 0・1・2 21 ㈬ 11:00

はなしのこべやおはなしかい 25㈰ 14:00

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　5㈪・12㈪・20㈫・23㈮・26㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　5㈪・12㈪・19㈪・20㈫・22㈭・23㈮・26㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　5㈪・12㈪・19㈪・20㈫・22㈭・23㈮・26㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　5㈪・12㈪・19㈪・20㈫・22㈭・23㈮・26㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返却
　ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
　の借用資料は、破損の恐れがありますので
　ポストへの返却はご遠慮ください

◎白鷗法律相談（無料）　白鷗大学法科大学院の弁護士教員と大学院生が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付
9/26㈪

10/3･17･24･31㈪
16:25～（所用時間90分）
（聴取30分・検討30分・回答30分） 各先着1人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20-8110
受付9/20㈫から　時間9:00～16:30
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納税のお知らせ（納期限） 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
　祝日の届出（死
亡・出生・婚姻等）
は、本庁舎北側入
口の宿直室にて受
付します。
　夜間等、緊急の
場合は、宿直室☎
22‒9420へ ご 連絡
ください。

■9月は、固定資産税・都市計
画税・国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料・介護保険
料（3期分）の納期月です。
■9月の日曜納税相談窓口は9
月25日㈰に開設します。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）の納税窓口延
長（19:00まで）もご利用くだ
さい。
問納税課☎22‒9442

日

時

3日㈯･4日㈰･10日㈯･11日㈰
17日㈯･24日㈯･25日㈰
各8:30 ～ 17:15

※18日㈰は、コンピューターの保守点検の
ため、市民課および城南出張所の窓口は閉
庁となります。
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。

※取扱い業務については
お問合せください

問市民課☎22‒9402
場

所

 市民課☎22‒9402
 小山城南出張所☎31‒3650
 ※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ
継続事業 生誕 100 年木村辰彦展（～ 9月 4日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968
１日 ㈭
２日 ㈮

３日 ㈯
第12回児童虐待防止に関する講演会【要申込】13:30～ 15:40 文化センター小ホール 子育て・家庭支援課☎22-9627
臨時保育士採用説明会【要申込】 10:00～ 12:00 保健福祉センター こども課☎22-9614

４日 ㈰

ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地
「ツバメのねぐら入り」観察会【要申込】

15:20 集合
※雨天中止 市役所駐車場・渡良瀬遊水地 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22-9354

「第 15回夢ピアノコンサート」～コンサートの舞台
でスタインウェイを弾いてみませんか～【要申込】 13:00 ～ 文化センター大ホール 同センター☎22-9552

５日 ㈪
６日 ㈫
７日 ㈬
８日 ㈭
９日 ㈮

１０日 ㈯
ほっしー★OYAMA号太陽観測会 11:00～ 12:30 博物館 同館☎45-5331
ほっしー★OYAMA号天体観望会 19:00～ 20:30 生井公民館 博物館☎45-5331

１１日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 7km 8:45 集合 大平下駅（東口）起点 生涯スポーツ課☎21-2695
１２日 ㈪
１３日 ㈫
１４日 ㈬
１５日 ㈭

１６日 ㈮ ラムサール講座・渡良瀬遊水地を学ぼう
～植物編・秋～【要申込】 9:00 ～ 12:00 生井公民館・渡良瀬遊水地 同館☎45-4004

１７日 ㈯

一般公募普通救命講習会【要申込】 9:00 ～ 12:00 消防本部大会議室 消防署救急係☎39-6666
車屋美術館企画展「朝海陽子展－生成され
る風景」（～ 11月 23 日㈬） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968

博物館企画展「幕末維新期の点描」
（～ 11月 23 日㈬） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331

１８日 ㈰ 市職員採用試験第1次試験【申込8/5㈮まで】 8:30 ～ 11:30 白鷗大学・本キャンパス 職員活性課☎22-9362
１９日 ㈪ 敬老の日
２０日 ㈫
２１日 ㈬

２２日 ㈭
秋分の日
ピアノ無料開放「気分はピアニスト」【要申込】 9:30 ～ 17:30 生涯学習センター 同センター☎22-9111

２３日 ㈮
２４日 ㈯
２５日 ㈰ 日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎 1階納税課 同課☎22-9442
２６日 ㈪
２７日 ㈫
２８日 ㈬
２９日 ㈭
３０日 ㈮

※カレンダーの内容は、7月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん政光く政光く政光くん 寒ん・寒ん・寒川尼ち川尼ち川尼ちゃん政光く政光く光くん 寒ん・寒ん・寒川尼ち川尼川尼ち川尼ちゃん
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6 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】6月中の交通事故

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

事故　28件(213件)　負傷者　38人(271人)
死者　 0人( 5人)

火災　 7件(28件)　救急　635件(4,105件)

◆対象　
　市内在住の未就学児
◆応募者資格
　父母、祖父母等
◆必要事項
　①お子さんの氏名（フリガナ）
　②応募者の氏名と続柄
　③住所　④電話番号
　※不備がある場合は掲載できないことがあります

問秘書広報課☎22‒9353すくすく写真館 ( 毎月掲載 ) お子さんの写真大募集 !!!
◆掲載内容※掲載は原則１人１回。受付順となります
　①お子さんの氏名（フリガナ）　②住所(町名・大字名まで)
◆応募方法
●郵送　必要事項を記入したものと写真を下記へ
　【郵送先】　〒323-8686　（住所不要）
　　　　　　小山市役所　秘書広報課　「すくすく写真館」係
●メール　必要事項を記入し、画像ファイルを添付のうえ下記へ
　【メールアドレス】　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
●持ち込み　写真または画像データを直接秘書広報課へ
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